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お友達と迎える笑顔いっぱいの春
生坂保育園　入園式

関連記事は裏表紙に掲載
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て
は
、
保
育
料
や
給
食
費
の
無

償
化
を
継
続
し
、
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、「
子

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
や
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
導
入

に
よ
り
、
未
就
園
児
を
含
め
た

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

「
産
業
振
興
事
業
」

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ

い
て
は
、
地
産
地
消
や
六
次
産

業
化
を
推
進
し
、
農
産
物
の
付

加
価
値
向
上
と
販
路
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
圃
場
整
備
や
農

道
整
備
を
進
め
、
営
農
条
件
の

改
善
と
生
産
性
の
向
上
に
つ
な

げ
ま
す
。ま
た
、担
い
手
の
確
保

や
農
地
の
有
効
活
用
を
図
り
、

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
努

め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
を
継
続
し
、
地
域
内

消
費
の
喚
起
と
商
工
業
者
の
経

営
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
道

の
駅「
い
く
さ
か
の
郷
」を
拠
点

と
し
た
農
産
物
の
販
売
促
進
や

村
民
の
所
得
向
上
、
や
ま
な
み

荘
と
連
携
し
た
観
光
事
業
の
推

進
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大

支
え
合
い
、
挑
み
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
生
坂

支
え
合
い
、
挑
み
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
生
坂

～
安
心
と
活
力
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
村
へ
～

～
安
心
と
活
力
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
村
へ
～

令
和
八
年
度
の
当
初
の
挨
拶

令
和
八
年
度
の
当
初
の
挨
拶

生
坂
村
長

　藤
澤

生
坂
村
長

　藤
澤  

泰
彦
泰
彦

村
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
重

視
し
、
村
民
主
役
の
村
政
運
営

を
進
め
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然

と
伝
統
文
化
を
守
り
育
て
、
持

続
可
能
な
村
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。
第
六
次
総
合
計
画
に

掲
げ
る
将
来
像
「
確
か
な
暮
ら

し
を
明
日
に
つ
な
ぎ
　
明
る
く
　

健
や
か
に
生
き
る
村
」
の
実
現

に
向
け
、
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
八
年
度
当
初
に
当
た

り
、
重
点
事
業
の
主
な
取
組
に

つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
福
祉
の
村
づ
く
り
事
業
」

　
村
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
基

本
に
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
を
一
体
的
に
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
生
活
困
窮
や
孤
立
な

ど
複
合
的
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、「
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
」
を
活
用
し
、
相
談
支
援
・

参
加
支
援
・
地
域
づ
く
り
を
一

体
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
施
設「
は
る
か
ぜ
」を

交
流
と
相
談
の
拠
点
と
し
て
、

誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康

相
談
の
導
入
や
補
聴
器
購
入
費

助
成
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の

安
心
し
た
生
活
と
社
会
参
加
の

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
事
業
」

　「
生
坂
村
こ
ど
も
計
画
」に
基

づ
き
、
学
校
教
育
、
子
育
て
支

援
、地
域
連
携
を
柱
に
、安
心
し

て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
小
中

一
貫
教
育
を
基
盤
と
し
た
Ｉ
ｋ

ｕ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
学
に
よ
り
、
郷
土

へ
の
誇
り
と
自
立
心
を
育
む
教

育
を
進
め
る
と
と
も
に
、
教
育

環
境
の
整
備
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
へ
の
対
応
を
進
め
ま

す
。ま
た
、学
級
支
援
員
や
専
科

教
員
の
配
置
拡
充
、
学
校
徴
収

金
の
公
会
計
化
に
よ
り
教
育
の

質
の
向
上
と
教
職
員
の
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
し

と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

「
地
域
活
性
化
対
策
等
事
業
」

　
移
住
・
定
住
の
促
進
と
住
環

境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン

ド
化
や
情
報
発
信
の
強
化
に
取

り
組
み
、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
設
備
の
更
新

を
進
め
地
域
情
報
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
り
情
報
伝
達
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
や
消

防
団
と
の
連
携
に
よ
り
地

域
防
災
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

さ
ら
に
、「
脱
炭
素
先
行

地
域
づ
く
り
事
業
」
に
よ

り
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
を
一
体
的
に
進
め

ま
す
。
太
陽
光
発
電
設
備

や
蓄
電
池
の
導
入
促
進
、

小
水
力
発
電
の
整
備
、
マ

イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
構
築

な
ど
を
通
じ
、
災
害
時
に

も
安
定
し
た
電
力
を
確
保

で
き
る
自
立
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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歳 出

前年度
歳 出

前年度
歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

商工費 3,934
その他 230

端数整理のため、計数が整合しない場合があります。

（単位：万円）（単位：万円）

前年度対比1.3％増

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 364,900 100.0%

【歳入の内訳】 【歳出の内訳】

総 務 費
( 総 務 管 理 費 ）
（ 徴 税 費 ）
民 生 費
（ 社 会 福 祉 費 ）
（ 児 童 福 祉 費 ）
衛 生 費
（地域脱炭素化事業費）
（ 水 道 費 ）
( 保 健 衛 生 費 )

公 債 費
農林水産業費
（ 農 業 費 ）
教 育 費
土 木 費
（ 道 路 橋 梁 費 ）
（ 住 宅 費 ）
消 防 費
議 会 費
商 工 費
そ の 他

76,457
（70,002）
（2,872）
49,445
（32,680）
（14,648）
120,017
（102,680）
（8,151）
（6,166）
30,115
38,663
（36,023）
21,322
11,717
（5,191）
（4,578）
8,130
4,937
3,867
230

21.0%
（19.2%）
（0.8%）
13.5%
（9.0%）
（4.0%）
32.9%
（28.1%）
（2.2%）
（1.7%）
8.2%
10.6%
（9.9%）
5.8%
3.2%
（1.4%）
（1.3%）
2.2%
1.4%
1.1%
0.3%

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 364,900 100.0%

前年度予算額36億0,200万円

36億4,9０0万円36億4,9０0万円
令和８年度 村の一般会計当初予算

総務費
76,457

地方交付税
125,000

地方交付税
125,000

地方債
51,510

地方債
62,100

村税
15,240

繰入金
23,210

県支出金 18,987

寄付金 4,750

国庫支出金
99,786

寄付金 4,500

その他
25,425

その他
26,417

村税
14,970

繰入金
23,700

民生費
49,445

公債費
30,115

教育費 21,322

農林水産費
38,663

衛生費
120,017

総務費
70,608

民生費
59,041

衛生費
126,168

公債費
29,680

農林水産費
27,516

教育費 19,569

土木費 10,772

消防費 8,130
土木費 11,717

議会費 4,937
商工費 3,867 その他 230

消防費 7,825
議会費 4,857

県支出金 11,879

国庫支出金
92,626

地 方 交 付 税
地 方 債
村 税
（ 村 民 税 ）
（ 固 定 資 産 税 ）
（ 軽 自 動 車 税 ）
（ 村 た ば こ 税 ）
繰 入 金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 付 金
使用料及び手数料
地方消費税交付金
財 産 収 入
地 方 譲 与 税
（自動車重量譲与税）
（森林環境譲与税）
分担金及び負担金
繰 越 金
そ の 他

125,000
51,510
15,240
（6,510）
（7,750）
（830）
（150）
23,210
99,786
18,987
4,750
12,698
4,100
2,908
2,130
（1,817）
（313）
540
500
3,541

 
34.3%
14.1%
4.2%
（1.8%）
（2.1%）
（0.2%）
（0.0%）
6.4%
27.3%
5.2%
1.3%
3.5%
1.1%
0.8%
0.6%
（0.5%）
（0.1%）
0.1%
0.1%
1.0%
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令和8年度 当初予算における重点事業令和8年度 当初予算における重点事業

事　業　名 事　業　内　容 事業費

෱
ࢱ
の
村
ͮ
͘
Γ
ࣄ
ۀ

社会福祉事業

重層的支援体制整備事業の導入、遠隔医療相談アプリの導入、障害者自立支援
サービス費、福祉活動の推進に対する補助、福祉団体助成金及び社会福祉協議会
の運営、特定疾患の方への見舞金、骨髄バンクドナー、アピアランスケア助成事業、
社会就労センター指定管理委託

1億1,632 万円

生活支援等サービス事業 生活支援等サービス事業、介護予防一般高齢者支援、介護予防福祉用具レンタル・
住宅改修助成、高齢者配食サービス、在宅介護用品支給等 1,425 万円

福祉有償運送サービス事業 対象者の自宅と病院間の移送、介助や投薬の受け取り等、外出の利便性を図るため
の移送（日、祝日タクシー利用分を支援） 830 万円

高齢者生活福祉センター運営 対象者が独立して生活することに不安のある方に住居を提供するための管理運営 811 万円
敬老イベント事業 高齢者が一同に集い、長寿を祝う「敬老の日」の実施 174 万円

高齢者医療環境対策事業 高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業、後期高齢者医療人間ドック助成金、
高齢者補聴器購入補助金、高齢者緊急通報装置等設置 740 万円

保健衛生事業 新型コロナウイルスワクチン接種料の一部を公費負担、おたふく1回3,000円の
助成、、高齢者帯状疱疹ワクチン接種の助成等 861 万円

 ࢠ

ҭ 

ͯ 

 ࢧ

ԉ 

 ࣄ

ۀ

福祉医療・扶助 村単福祉医療費（18歳までの自己負担額500円を助成） 320 万円

子ども・子育て支援事業

保育料無償化、保育園環境整備事業、保護者間連絡等のICT維持経費、子育て支
援、ファミリー・サポート・センター事業、病後児保育事業、子ども・子育て応援ギフト、
保育園給食の無償化（拡充）、高校生の電車通学費補助、学生バス通学費の無償化
等、２歳未満の乳幼児に対するもえるごみ袋の交付等

7,018 万円

児童福祉事業 水道料軽減による生活支援、児童手当の拡充 3,421 万円

保健衛生・扶助
結婚新生活支援事業、子育て支援犀龍小太郎助成事業、各種ワクチン接種助成、出
産祝金、出産費助成、 妊産婦新生児助産師訪問、産後ケア事業、産婦健診事業、妊
婦のための支援給付金

1,020 万円

学校教育

学校徴収金の公金化、標津町交流事業、入学祝金、奨学金貸付、小学校スクールバ
ス購入、小学校学習支援員、専科教員配置等（拡充）、学校図書館司書配置、小・中学
校通信設備改修、小中一貫教育Ｉｋｕｓａｋａ学の推進（拡充）、ALT（外国語指導助手）
配置等

4,482 万円

社会教育事業
公民館各教室の運営、放課後子どもプラン推進事業、学習支援員、村図書館司書及
び児童支援員配置事業、ブックスタート事業、中学校部活動の地域展開（拡充）、イ
クランの開催

1,554 万円

学校給食事業 安心・安全な食育につながる補助、給食費無償化補助等（拡充） 764 万円

 ࢈
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農業振興事業
地域活性化コーディネーター事業、農業再生協議会、新規就農総合支援事業、有害鳥
獣対策（拡充）、農業セーフティーネット支援事業、農業用ハウス等設置補助、いくさか
の郷運営

1億3,699 万円

農業公社運営 農業公社運営等補助 3,060 万円
農用地活性化対策及び遊休農
地解消対策

畑作等促進整備事業（南平地区）、畑作等促進整備事業（万平地区）、農地耕作条件
改善事業（雲根地区）、中山間地域直接支払事業、多面的機能支払推進交付金事業 1億5,642 万円

里山整備事業 松くい虫対策事業（拡充）、ライフライン等保全対策事業（道路の支障木伐採等） 1,116 万円

商工業等振興事業 商工指導補助、生坂マル得商品券補助、農業・商工業等後継者支援事業補助、
赤とんぼフェスティバル開催経費 3,250 万円

஍
Ҭ
׆
ੑ
Խ
ର
ࡦ
౳
ࣄ
ۀ

住 環 境 家庭生活排出ごみの処理、生活環境対策設備補助、犬猫避妊去勢手術補助等 2,762 万円

環境保護

脱炭素地域づくり推進事業
脱炭素推進事業普及啓発、生坂ダム小水力発電整備、デマンドレスポンス受給管理
システム整備、公共施設LED・省エネ機器導入、自営線マイクログリッド構築事業、
木質バイオマス製造プラント整備、公用車のＥＶ化、太陽光・蓄電池整備事業補助
金、民家断熱改修補助金、省エネ機器整備補助金、地区集会所等省エネ機器導入補
助、薪・ペレットストーブ導入補助金、古民家脱炭素リノベーション補助金

10億2,680 万円

移住定住対策
Ｕターン補助金、結婚祝金、結婚マッチングシステム登録補助金、空き家対策事業補
助金、ＵＩＪターン就業・創業移住支援事業補助、住宅等リフォーム補助、定住促進住
宅建設（上生坂区）

5,035 万円

防災・減災事業
南部交流センター施設改修工事、込地公民館除却工事、防災訓練実施・区交付金、
木造住宅耐震診断、耐震化工事補助、村道改良事業、感震ブレーカー設置補助、消
防団員報酬、消防団応援商品券 、防災士の養成補助等

1,952 万円

安全・安心
地域活性化

村制70周年記念式典、ＣＡＴＶ 高速大容量改修工事、地域活性化起業人、企業版ふ
るさと納税、自転車用ヘルメット購入費補助、ふるさと納税業務、いくさか大好き隊・
集落支援員事業、区運営交付金、絆づくり支援金事業、 特定地域づくり事業、村単
道路維持補修工事、道路交通安全施設整備事業　等

3億7,635 万円

公営企業会計
（簡易水道事業会計） 水道送配水管布設替工事（大日向区北平） 6,720 万円

※太字は新規事業等
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◆みんなのふるさと「いくさか」応援寄付の活用事業◆

　皆さんからいただきました「みんなのふるさといくさか応援寄付」は、希望使途を
もとに令和８年度は以下のとおり活用させていただきます。

ご寄付、大変ありがとうございました。

［単位：円］

令和8年度 ಛผձܭͷ当初予算ͷঢ়گ令和8年度 ಛผձܭͷ当初予算ͷঢ়گ

会計名 令和8年度 令和7年度 比    較 増減比率

村営バス特別会計 5,460万円 5,450万円 10万円 0.2

福祉センター特別会計 1億1,830万円 1億0,720万円 1,110万円 10.4

国民健康保険特別会計 2億3,940万円 2億4,850万円 △910万円 △ 3.7

介護保険特別会計 2億6,560万円 2億7,880万円 △1,320万円 △ 4.7

後期高齢者医療特別会計 4,040万円 3,430万円 610万円 17.8

特別会計合計 7億1,830万円 7億2,330万円 △500万円 △ 0.7

簡易水道事業会計 1億7,457万円 1億4,201万円 3,256万円 22.9

下水道事業会計 1億2,780万円 1億3,360万円 △580万円 △ 4.3

事業会計合計 3億0,237万円 2億7,561万円 2,676万円 9.7

総合計 10億2,067万円 9億9,891万円 2,176万円 2.2

令和8年度の活用事業 事業区分等 事業費
充当する基金
（寄付金）の額

活性化対策（絆づくり支援金事業、商
工会補助、農地管理補助、赤とんぼフ
ェスティバル、農業体験ツアー等）

ふるさと「いくさか」の創生
都市との交流

56,106,000 6,100,000

福祉の村づくり（生活支援等サービス事
業、高齢者生活センター運営委託等）、
子育て支援関係（保育所運営、小学校
学級支援員・専科教員配置、産み育む
子育て支援金、学校教育等）

福祉、教育の充実 49,153,000 12,900,000

環境対策関係（住環境、環境保護、観
光公園維持等）

自然や環境保全 28,530,000 11,000,000
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【１．基本情報】
①お住いの区を選択してください。

小立野
下生野
上生坂
下生坂
日岐
草尾
昭津
大日向
宇留賀
古坂
全体

20代以下
30代
40代
50代
60代
70代以上

全体

小立野
8%

下生野
17%

上生坂
22%下生坂

12%

日岐
10%

草尾
12%

昭津
3%

大日向
8%

宇留賀
6%

古坂
2%

②あなたの年代をお知らせください。

20代以下
1%

30代
5%

40代
10%

50代
18%

60代
22%

70代以上
44%

③性別をお知らせください。

男性
女性
全体

男性 68％
女性
32％

【2.あなたがお住いの区について】
④区の運営（役員選出、会計、行事等）について、どの程度負担を感じていますか？

非常に負担が大
きい; 114; 29%

ある程度負
担がある; 
213; 53%

あまり負担を
感じない; 53; 

13%

負担は感じな
い; 21; 5% 9
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非常に負担が大きい ある程度負担がある あまり負担を感じない 負担は感じない

⑤区の活動（行事、環境整備、防災等）は、住民の参加が十分だと思いますか？

94

131

129

47

ほぼ全員参加

一部に偏り

参加少なくなっている

わからない
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【１．基本情報】
①お住いの区を選択してください。
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大日向
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草尾
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大日向
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②あなたの年代をお知らせください。

20代以下
1%

30代
5%

40代
10%

50代
18%

60代
22%

70代以上
44%

③性別をお知らせください。

男性
女性
全体

男性 68％
女性
32％

【2.あなたがお住いの区について】
④区の運営（役員選出、会計、行事等）について、どの程度負担を感じていますか？

非常に負担が大
きい; 114; 29%

ある程度負
担がある; 
213; 53%

あまり負担を
感じない; 53; 
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負担は感じな
い; 21; 5% 9
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非常に負担が大きい ある程度負担がある あまり負担を感じない 負担は感じない

⑤区の活動（行事、環境整備、防災等）は、住民の参加が十分だと思いますか？
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131

129
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ほぼ全員参加

一部に偏り

参加少なくなっている

わからない
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⑦区の統合・再編について、どのように考えますか？
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統合・再編必要 どちらかといえば必要 現状維持が良い 分からない
統合・再編必要

17%

どちらかといえば
必要
28%

現状維持が良い
32%

分からない
23%

⑧区を統合・再編する場合、望ましい形はどれですか？（複数選択可）

隣接区との統合
38%

複数区の連合運営
13%

村全体での再構築
43%

その他
6%

その他の主な内容
・現状維持がよい
・統合といっても地形的な課題がある
・統合しても課題解決にならない
・統合、再編により役員の負担が増える
・統合、再編よりも役員の業務を見直すべき
・村がよくなる形
・配布物が大変
・地域の財産等の同意が必要
・反対
・必要性の確認
・わからない

【3.あなたがお住いの常会について】
⑨常会の活動（会合・行事など）に通常参加する人数はどれくらいですか？

29
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5人未満

5～10人程度

11～20人程度

21人以上

行事殆どない

分からない
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⑥今後、区の運営を維持できると思いますか？
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19%
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いる
53%
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11%

わからない
17%

できる 難しくなっている 既に困難 わからない
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⑫常会の再編（統合・合同運営など）について、どう思いますか？
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必要だと思う どちらかといえば必要 現状維持が良い わからない

必要だと思う
78 (19%)

どちらかといえば必要
108 (27%)現状維持が良い

140( 35%)

わからない
75 (19%)

【4.今後の方向性・意見】
⑭区や常会の再編・統合を進める場合、村役場にどのような関わりを望みますか？

村が主導して進める, 
85, 21%

住民の意向を尊重して
支援, 267, 67%

最小限の関与で良い, 
34, 9%

その他, 10, 3%

その他の主な内容
・村で基本的なことを決定し提案を募る
・統合前提で進めず課題を把握することが必要
・住民の意向と区長の意見は等しいと言えない
・現在の地区担当者制度で良い
・再編統合を希望する区や人口減少区の意見を聞き村が判断
・アンケート方法など常会長の負担軽減を再考する時期
・村、住民と議論が必要
・村で配りものをする
・わからない

⑬常会が統合された場合、懸念する点を教えてください。（複数選択可）

その他
28

特にない,
144

意見が通らない
69

行事が減る
25

連絡が行き届かなくなる
173

近所付き合いが減る, 
49

その他の主な内容
・常会長、役員の負担が増える
・地域の個性や意思の疎通など無くなる
・距離が遠くなり集会に行くことも困難になる
・会への出席者が減少する
・負担に偏りができ他人ごとになってしまう
・ICN 、広報、防災無線を利用する
・配布物や集金、回覧物など負担が増える
・地域の繋がりが弱くなる
・常会ごとの決まり事などの調整
・現状の運営が難しくなる
・現状維持が良い
・行事が増える
・わからない

⑪常会の活動やつながりは維持できていると思いますか？

良く維持できている
102（25.5％）

徐々に弱まっている, 

234（58.5％）

殆ど機能していない
24（6.0％）

わからない
41（10.2％）

⑩常会の運営（役員、回覧、清掃、行事など）は、どの程度負担を感じますか？
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負担は感じない 分からない

非常に負担が大きい, 
87, 22%

ある程度負担がある, 
229, 57%

余り負担を感
じない, 46, 

11%

負担は感じない
, 

23, 6%

分からない, 16, 
4%
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⑮再編や協議を進めるうえで、どのような情報や支援があると
よいと思いますか？

①情報提供について
・村の再編・統合に関する方針や将来像を明確に示してほしい
・再編のメリット・デメリットを具体的に説明してほしい
・今この問題を検討する経緯説明をしてほしい
・他地域・他自治体の成功事例、失敗事例を知りたい
・各区・常会の人口構成、活動状況、課題どの比較できる情報
がほしい
・アンケート結果を住民へフィードバックしてほしい
②住民参加・合意形成に関する意見
・住民同士で話し合う機会を増やすべき
・村が中立的な立場で意見を丁寧に聞き取るべき
・区・常会単位での説明会・協議の場が必要
・若い世代や発言しにくい人の意見も拾える仕組みが必要
・住民意見を尊重しつつ、最終的には村が方向性を示すべき
③行政（村）の関与・支援に関する意見
・村職員（地区担当）の積極的な関与・参加を求める
・区・常会の課題を行政と共有し、一緒に解決を考えてほしい
・再編は地域ごとに事情が違うため、一律ではなく柔軟に対応
すべき
・村が主導して進めるべき
④役員負担・運営負担の軽減に関する要望
・役員の担い手不足が深刻
・役員数や役職の見直し・削減が必要
・役員の仕事が特定の人に集中している
・高齢化により配布物配り、集金などが負担になっている
　行政に配布業務の代行、業務の簡素化
⑤デジタル化・情報伝達の改善
・回覧板に代わるデジタル化 (インターネット、掲示板、電子
広報 )の導入
・情報が届かない問題への対応
・オンラインでの情報共有の仕組み
⑥財政的・人的支援
・区・常会への補助金の拡充
・活動費の支援
・人手不足への対応、作業支援、若者の参加促進
・役員の有償化
⑦再編そのものへの懸念・課題
・統合しても負担が増えるだけではないか
・範囲が広がることで集まりにくい、連絡が難しい
・地域ごとの事情や文化があるため単純な統合は難しい
・常会ごとに状況が大きく異なる
⑧コミュニティ・地域のあり方に関する意見
・住民同士のつながり維持が重要
・高齢者の孤立防止が必要
・若い世代との連携や参加促進
・地域文化・歴史の維持をどうするか検討が必要
⑨その他特徴的な意見
・常会の統合を早急に進めるべき
・そもそも区・常会の必要性を再検討すべき
・村全体の将来（人口減少・消滅可能性）への強い危機感
・防災・見守り体制への不安

⑯区・常会の将来のあり方について、あなたの考えをお聞かせ
ください。

①人口減少・高齢化・担い手不足
・人口減少や高齢化により、区・常会の維持が難しくなってい
る
・若い世代が少なく、役員のなり手がいない
・同じ人が何度も役員を担っている
・今後さらに担い手不足が進むことへの不安がある
・常会によっては、すでに運営が厳しい状況にある
②運営負担・役員負担
・役員や一部の住民に負担が集中している
・高齢者にとって回覧や集金、作業が大きな負担になっている
・行事や作業の準備・参加が負担になっている
・仕事や家庭の事情で参加が難しい人もいる
・負担が重く、役員を引き受けにくい状況がある
③行事・活動の見直し
・行事や活動が多く、負担になっている
・形式的に続いている行事は見直すべき
・参加者が少なく、一部の人に依存している活動がある
・必要な活動と不要な活動を整理する必要がある
・村全体や複数区での共同実施など、効率化が必要
④再編・統合に関する意見
・常会や区の統合・再編はやむを得ない
・小規模な常会は統合が必要
・将来的には再編は避けられないが地域のまとまりが失われる
ことへの不安
・統合により移動距離が増え、負担が増す
・地域ごとに事情が違うため、一律の再編は難しい
・段階的に進めるべき
⑤行政への要望・関与
・村が今後の方向性を示してほしい
・区や常会任せでは限界がある
・行政が主体的に関わるべき
・配布物や事務作業などの負担軽減をしてほしい
・地区担当職員の関与を強めてほしい
・財政的な支援や補助の充実
⑥情報提供・進め方
・再編にあたって丁寧な説明が必要
・他地区の事例やデータを示してほしい
・判断材料となる情報が不足している
・住民同士で話し合う機会が必要
・アンケート結果などの情報共有をしてほしい
・幅広い世代の意見を反映する必要がある
⑦地域コミュニティ・つながり
・地域のつながりは大切で維持すべき
・災害時や日常生活で助け合いが必要
・高齢者の見守り機能は重要だが負担の大きい形での維持は難
しい
・無理のない範囲での関係づくりが必要
⑧今後の方向性・考え方
・現状のままでは維持できない
・再編は必要だが、負担軽減とセットで進めるべき
・行政の関与と住民の合意形成が重要
・地域ごとの実情に応じた柔軟な対応が必要
・将来を見据えた新しい仕組みづくり
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　小
中
学
校
関
係

●
小
学
校

　転

　出

教
　
　
་
　
ٶ
ቌ
　
૱ớ

ୀ
職
Ờ

教
　
　
་
　
٢
ࢁ
　
ඒ
ึớ

ୀ
職
Ờ

教
　
　
་
　
स
ӽ
　
জớ

育
ٳ
Ờ

事
຿
職
員
　
৿
Ҫ
　
環

ớ
中
信
教
育
事
຿
所
へ
Ờ

࢘
　
　
ॻ
　
໦
村
　
༞
子ớ

ୀ
職
Ờ　

　転

　入

教
　
　
་
　
ࠓ
Ҫ
　
文

ớ
ஜ
๺
小
学
校
よ
り
Ờ

教
　
　
་
　
高
ڮ
　
༸
子

ớ
新
ن
࠾
用
Ờ

ߨ
　
　
ࢣ
　
੢
৿
　
ਸ਼
ܙ

ớ
੟
ೆ
中
学
校
よ
り
Ờ

事
຿
職
員
　
村
ྛ
　
未
ಸ
子

ớ
ח
ా
小
学
校
よ
り
Ờ

࢘
　
　
ॻ
　
ా
村
　
Ѯ

ớ
新
ن
࠾
用
Ờ

ߨ
　
　
ࢣ
　
大
ٱ
保
　
߶

ớ
Ѹ
઒
小
学
校
よ
り
Ờ

●
中
学
校

　転

　出

校
　
　
௕
　
小
দ
　
໠

ớ
ચ
അ
小
学
校
へ
Ờ

教
　
　
಄
　
ٶ
Լ
　
ஐ
ܙ
ඒ

ớ
ࢁ
ล
中
学
校
へ
Ờ

教
　
　
་
　
લ
ࢁ
　
༦
و

ớ
軽
Ҫ
୔
ொ
౦
෦
小
学
校
へ
Ờ

教
　
　
་
　
๺
໺
　
޺
࣏ớ

ୀ
職
Ờ

事
຿
職
員
　
٢
ᖒ
　
ਈ
࢚

ớ
上
ా
ࢢ
Ԙ
৲
小
学
校
へ
Ờ

用 

຿ 

員
　
๺
ᖒ
　
හ
子ớ

ୀ
職
Ờ

　転

　入

校
　
　
௕
　
ਗ਼
水
　
ٛ
ߒ

ớ
ே
日
小
学
校
よ
り
Ờ

教
　
　
಄
　
ೋ
ٶ
　
૱
ࢤ

ớ
ೂ
઒
小
中
学
校
よ
り
Ờ

教
　
　
་
　
ઙ
ా
　
ྏ
ೋ

ớ
ೆ
໦
ી
中
学
校
よ
り
Ờ

教
　
　
་
　
൧
੝
　
఩
文

ớ
ੁ
໺
中
学
校
よ
り
Ờ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

令
和
八
年
度

村
の
ਓ
ࣄ
ҟ
ಈ

事
຿
職
員
　
ࢁ
؛
　
জ

ớ
ງ
金
中
学
校
よ
り
Ờ

用 

຿ 

員
　
成
ా
　
ஐ
ӳ

ớ
新
ن
࠾
用
Ờ

　
　役
場
関
係

●
教
育
委
員
会

教
育
次
௕
݉
児
ಐ
ؗ
௕
݉
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
௕
݉
総
຿
܎
௕

　
　
　
　
　
౻
ᖒ
　
保

　
　
　
　
　ớ
教
育
ҕ
員
会
Ờ

̗
ˍ
Ｇ
ւ
༸
セ
ン
タ
ー
所
௕
݉

学
校
給
食
ڞ
ಉ
ௐ
理
場
所
௕
݉

社
会
教
育
܎
௕

　
　
　
　
　
੺
Ӌ 

ਗ਼
ࢤ

            ớ
農
業
公
社
Ờ

●
総
務
課

課
௕
補
ࠤ
݉
ࡒ
政
܎
௕

　
　
　
　
　
౻
ᖒ
　
༑
޺

　
　
　
　
　
　ớ
総
຿
課
Ờ

村
づ
く
り
推
進
ࣨ
௕

　
　
　
　
　
দ
本
　
ོ
　

　
　
　
　
　
　ớ
ৼ
ڵ
課
Ờ

主
　
　
事
　
ࠓ
ߔ
　
康
ฏ

　
　
　
　ớ
দ
本
地
域
ৼ
ڵ
ہ
Ờ

●
住
民
課

੫
຿
܎
௕
　
஛
内
　
ਅ
࢘

　
　
　
　
　
　
　ớ
総
຿
課
Ờ

主
　
　
事
　
ُ
ా
　
か
が
り

ớ
෮
職
Ờ

●
振
興
課

産
業
܎
௕
　
ؔ
口
　
޿
行

ớ
教
育
ҕ
員
会
Ờ

●
農
業
公
社

事
຿
ہ
次
௕
　

　
　
　
　
　
小
ࢁ
　
३
໵
　

ớ
住
民
課
Ờ

●
新
規
採
用

教
育
ҕ
員
会

ৼ
ڵ
課

主事補

滝澤 雪乃
主事補

寺島 優輝

˙
日
時
⽅
令
和
八
年
六
݄
۝
日

ớ
Ր
Ờ一
ʓ
時
ࡾ
ʓ
分
Ỗ
一
ޒ

時
ࡾ
ʓ
分

˞
事
લ
予
໿
༏
先ớ
予
໿
ظ
ؒ
⽅

ޒ
݄
ೋ
一
日
ớ
໦
Ờ
Ỗ
ޒ
݄

ೋ
۝
日
ớ
金
ỜỜ

˙
申
ࠐ
先
⽅
総
຿
省
௕
໺
行
政

؂
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
ὸ
ʓ
ೋ
六-

ೋ
ࡾ
-ޒ

ʓ
一ೋ
八

˙
։
設
場
所
⽅
দ
本
ࢢ
ۈ
࿑
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
一
֊
大
会
ٞ
ࣨ

　ớ
দ
本
ࢢ
中
ԝ
࢛-

ࣣ-

ೋ
六
Ờ

˙
参
加
ػ
ؔ
⽅
๏
຿
ہ
、
ห
護

࢜
、
੫
理
࢜
な
ど

ৄ
ࡉ
は
、
当
セ
ン
タ
ー
̝
̥

ớ「
総
຿
省
௕
໺
行
政
؂
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
ݕ
ࡧ
す
る

か
、
ࠨ
ه
̦
̧
ί
ー
ド
を
お
ಡ

み
取
り
く
ͩ
さ
い
Ờ
に
て
お
஌

ら
ͤ
い
た
し
ま
す
。

দ
ຊ
Ұ
೔
߹
ಉ
ߦ
੓
૬
ஊ

দ
ຊ
Ұ
೔
߹
ಉ
ߦ
੓
૬
ஊ

ॴ
Λ
։
ઃ
し
ま
す

ॴ
Λ
։
ઃ
し
ま
す
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■
生
坂
っ
子
自
慢
の

　「
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
」

児
童
館
放
課
後
子
ど
も
教
室
　

『
の
び
の
び
ス
ク
ー
ル
　
マ
ラ

ソ
ン
ク
ラ
ブ
』で
は
、三
月
二
三

日（
月
）に
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を

開
催
し
ま
し
た
。

ྫ
年
、
児
ಐ
ؗ
か
ら
高
௡
԰

の
「
グ
リ
ー
ン
ύ
ー
ク
ブ
リ
ッ

ジ
」
を
目
ࢦ
す
ί
ー
ス
を
ラ
ン

ˍ
΢
Ỽ
ー
ク
に
࢖
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
ί
ー
ス
ۙ
ล
に
۽
ग़

຅
の
ڪ
れ
が
あ
り
安
શ
を
ߟ

͑
ࠓ、
年
度
は
ڑ、
཭
と
高
௿
ࠩ

を
ಉ
ఔ
度
に
し
て
ί
ー
ス
を
ม

更
し
ま
し
た
。

場
所
は
、
児
ಐ
ؗ
た
Μ
Ά
Ά

か
ら
ݪ
の
ా
Μ
΅
道
を
通
り
、

日
置
ਆ
社
の
ԣ
を
ൈ
け
て
児
ಐ

ؗ
に
໭
る
ί
ー
ス
を
͙
る
͙
る

六
प
૸
り
ま
す
。

当
日
は
গ
し
פ
い
陽
気
で
し

た
が
、
ޙ
か
ら
੖
れ
て
マ
ラ
ι

ン
大
会
に
は
ઈ
޷
の
日
で
し

た
。
参
加
者
は
八
人ớ
一
年
生
ࡾ

人
、
ೋ
年
生
ೋ
人
、
ࡾ
年
生
一

׬
૸
ϝ
μ
ル
は
ೋ
छ
ྨ
࡞
り
ま

し
た
。ラ
ン
ˍ
΢
Ỽ
ー
ク
な
の
で

ί
ー
ス
్
中
で
า
い
て
も
׬
૸

に
な
り
ま
す
が
、
௿
学
年
と
高

学
年
が
一
ॹ
に
ಉ
じ
ί
ー
ス
を

૸
る
の
で
、
高
学
年
対
৅
に
۝

ʓ
ʓ
ʓ
̼
を
า
か
ͣ
શ
て
૸
っ

た
児
ಐ
に
はứ
า
か
ͣ
に
が
Μ

͹
っ
て
૸
っ
た
Ͷ
ʂ
Ừと
ॻ
い
た

金
ϝ
μ
ル
を
౉
し
ま
し
た
。

า
か
ͣ
૸
り
き
っ
た
児
ಐ
ޒ

人
ớ
ޒ
年
生
の
福
ా
と
き
Θ
く

Μ
、࢛
年
生
の
高
໦
し
き
く
Μ
、

ࡾ
年
生
の
ᜊ
౻
こ
こ
Ζ
さ
Μ
、

ೋ
年
生
の
୍
ᖒ
の
ͧ
む
く
Μ
、

一
年
生
の
ฏ
ྛ
あ
さ
と
く
Μ
Ờ

に
౉
し
ま
し
た
。
ϝ
μ
ル
に
は

坂
道
໊
人
ラ
ン
φ
ー
と
ॻ
か
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
ຖ
年
ラ
ン
ˍ
΢
Ỽ
ー

ク
を
։
࠵
す
る
に
あ
た
り
、
ࠓ

年
も
交
通
༠
導
員
や
ࣸ
ਅ
܎
と

し
て
、
い
く
さ
か
大
޷
き
ୂ
と

お
じ
さ
ま
۞
ָ
෦
と
ฏ
լ
Ϳ
ど

う
園
の
皆
さ
Μ
に
お
੠
ֻ
け
し

て
շ
く
応
じ
て
い
た
ͩ
き
あ
り

が
と
う
ご
͟
い
ま
し
た
。

マ
ラ
ι
ン
ク
ラ
ブ
　
ί
ー
ν

小
ྛ
　
᜚

人
、࢛
年
生
一
人
ޒ、
年
生
一
人
Ờ

と
大
人
の
ί
ー
ν
̐
人
を
加
͑

て
一
ೋ
人
で
૸
り
ま
し
た
。

児
ಐ
ؗ
に
八
時
ࡾ
ʓ
分
に
ू

合
し
、大
会
એ
ݴ
、交
通
༠
導
員

の
঺
介
が
あ
っ
て
、
ί
ー
ス
આ

明
と
஫
ҙ
事
߲
と
४
備
運
ಈ
を

行
い
、
۝
時
に
ݩ
気
に
ग़
発
し

ま
し
た
。

࢛
人
ͣ
つ
ೋ
൝
に
分
け
て
௿

学
年
の
グ
ル
ー
プ
が
ス
タ
ー
τ

し
て
六
分
ޙ
に
高
学
年
の
グ
ル

ー
プ
が
ス
タ
ー
τ
し
ま
し
た
。初

め
て
の
ί
ー
ス
で
小
さ
な
਎
体

に
ෆ
安
と
ر
๬
を
ڳ
に
ス
タ
ー

τ
し
ま
し
た
、్
中
一
ʓ
ʓ
̼
で

一
八
̼
の
坂
道
が
あ
り
ま
す
。શ

体
で
六
ճ
坂
道
を
上
り
ま
す
。

生
坂
っ
子
は
ݩ
気
で
Ỗ
す
ʂ

一
ճ
目
の
ࡾ
प
ʷ
一
ޒ
ʓ
ʓ

̼
ử
࢛
ޒ
ʓ
ʓ
̼
૸
っ
た
ޙ
に

一
ޒ
分
ؒ
ٳ
ܜ
し
ま
し
た
。給
水

と
ν
ἀ
ί
を
食
΂
て
ݩ
気
一
ഋ

で
し
た
。τ
イ
レ
な
ど
の
ޙ
、ೋ

ճ
目
の
࢛
ޒ
ʓ
ʓ
̼
に
௅
ઓ
し

ま
し
た
。શ
員
が
۝
ʓ
ʓ
ʓ
̼
を

ΰ
ー
ル
し
て
か
ら
、શ
員
ू
合
の

ه
೦
ࣸ
ਅ
を
ࡱ
り
ま
し
た
。

ද
জ
ࣜ
は
児
ಐ
ؗ
લ
で
、一

人
一
人
に
׬
૸
ূ
と
׬
૸
ϝ
μ

ル
を
౉
し
ま
し
た
。
ࠓ
年
度
も

■
小
林
稠
さ
ん
一
五
年
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
児
ಐ
ؗ
で
は
、
ࡾ
݄
ೋ
ࡾ
日

ớ
݄
Ờの
ラ
ン
ˍ
΢
Ỽ
ー
ク
ऴ
ྃ

ޙ
、
マ
ラ
ι
ン
ク
ラ
ブ
ί
ー
ν

で
あ
る
小
ྛ
᜚
さ
Μ
が
ί
ー
ν

を
引
ୀ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

お
ผ
れ
会
を
࠵
し
ま
し
た
。

　
小
ྛ
さ
Μ
は
、
௕
年
に
౉
り

マ
ラ
ι
ン
ク
ラ
ブ
の
ί
ー
ν
と

し
て
、生
坂
の
子
ど
も
た
ち
が
マ

ラ
ι
ン
に
਌
し
み
、૸
る
き
っ
か

ら
ϝ
ッ
セ
ー
ジ
の
寄
ͤ
ॻ
き
と

Ֆ
ଋ
、
ͦ
し
て
児
ಐ
ؗ
か
ら
ײ

ँ
ঢ়
を
プ
レ
θ
ン
τ
し
ま
し

た
。小
ྛ
さ
Μ
か
ら
も
、こ
れ
か

ら
も
ָ
し
く
૸
る
よ
う
子
ど
も

た
ち
に
ϝ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
ͩ

き
、
࠷
ޙ
に
み
Μ
な
で
ه
೦
ࣸ

ਅ
を
ࡱ
り
ま
し
た
。

　
࢛
݄
か
ら
は
、
新
し
い
ί
ー

ν
の
も
と
マ
ラ
ι
ン
ク
ラ
ブ
は

引
き
続
き
行
Θ
れ
ま
す
が
、
ૅ

を
࡞
っ
て
く
ͩ
さ
っ
た
こ
と
に

改
め
て
ײ
ँ
い
た
し
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ

き
ま
し
ょ！

■通常のラン＆ウォークのコース

ラン
1児童館〜草尾〜農村公園

7,300m
2 下ノ田〜昭津〜草尾〜児童館

ウォーク 農村公園〜グリーンパーク
ブリッジから下ノ田 1,500m

合計 8,800m

■変更後のコース
　・児童館〜原の田んぼ〜日置神社の横　【ぐるぐる６周】
　※高低差分を加味し、1周 18 ｍ× 6周＝ 108 ｍにしました

前半 4,500m
後半 4,500m
合計 9,000m

け
࡞
り
を
し
て
く
ͩ

さ
い
ま
し
た
。
ͦ
し

て
、
ͦ
れ
ͩ
け
で
な

く
児
ಐ
ؗ
に
༡
۩
を

寄
ଃ
し
て
く
ͩ
さ
っ

た
り
、
ご
自
਎
も
さ

ま
͟
ま
な
֤
地
の
ϑ

ル
マ
ラ
ι
ン
に
ग़
場

し
て
׬
૸
さ
れ
る
な

ど
、
ご
自
分
の
体
ݧ

と
し
て
マ
ラ
ι
ン
を

ָ
し
む
࢟
を
ݟ
ͤ
て

Լ
さ
い
ま
し
た
。

　
当
日
の
お
ผ
れ
会

で
は
、
小
ྛ
さ
Μ
の

ͦ
Μ
な
様
子
が
子
ど

も
た
ち
に
঺
介
さ

れ
、
児
ಐ
の
୅
ද
か
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一一般般書書  

■spring another season      （恩田 陸） 

■こうふくろう          （薬丸 岳） 

■水は動かず芹の中         （中島 京子） 

■グレタ・ニンプ        （綿矢 りさ） 

■エディシオン・クリティーク  （高田 大介） 

■最後の皇帝と謎解きを     （犬丸 幸平） 

■生きとるわ          （又吉 直樹） 

■今日未明           （辻堂 ゆめ） 

■ねえ、ろうそく多すぎて誕生日ケーキ燃えてる 

んだけど          （ジェーン・スー） 

■型紙なしで、さくさく作れる! いちばん 

やさしい着物リメイク     （松下 純子） 

■【改訂新版】株・投資信託・iDeCo・NISAが 

わかる 今さら聞けない投資の超基本（泉 美智子） 

■よくわかる日本の城 日本城郭検定公式参考書 

 増補改訂版      （小和田哲男、 加藤理文） 

■和のなるほど図鑑         （みっけ） 

■地図でスッと頭に入る世界の地理 

（昭文社 出版 編集部 、 井田 仁康） 

文庫・新書 

■多様性とどう向き合うか    （岩渕 功一） 

■ユダヤ人の歴史        （鶴見 太郎） 

■ぼくたちはどう老いるか   （高橋 源一郎） 

■一次元の挿し木       （松下 龍之介） 

■ひかりの魔女 よつば旅館の巻 （山本 甲士） 

■プロジェクト・ヘイル・メアリー 上・下 

（アンディ・ウィアー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実用書 

■匠が教える 酒のすべて 世界を旅するように 

酒を楽しむ！            （大越 智華子） 

絵本 

■平成狸合戦ぽんぽこ        （高畑 勲） 

■おやすみまくら  （斉藤 倫 、うきまる、牧野 千穂） 

■きょうのごはん          （加藤 休ミ） 

■たれてる (?と!のえほん 1)  （鈴木 のりたけ） 

■ある星の汽車           （森 洋子） 

児童書 

■きみを守る「こども基本法」①～③（喜多 明人/監） 

■どっちを選ぶ? クイズで学ぶ! インターネット 

サバイバル①～③       （鈴木 朋子） 

■みつけよう・そだてよう ちいさないきもの①～③ 

（小宮 輝之/監） 

■みんなが過ごしやすい町へ ユニバーサル 

デザインとバリアフリー①～③ （徳田 克己/監） 

■キッズおり紙ヒコーキ 距離型   （戸田 拓夫） 

■よくわかるユニバーサルデザイン （柏原 士郎） 

■世界チャンピオンの紙飛行機ブック 

（John M.Collins、久保田晃弘他） 

■小学校の生活ずかん            （はまの ゆか） 

■はるのくさばなあそび 

（大久保 茂徳/監、佐野 高太郎/写真） 

■はじめての英語まるごと辞典   （卯城祐司） 

■小学漢字に強くなる字典      （和泉新） 

 ５ 月 の 新 着 本 （４月２５日から貸出） 

絵本 

児童書 

一般書 
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◆スポーツ系講座

■文 化 系講座

令和８年度 公民館講座のご案内

生坂村公民館

生涯学習マスコット
「マナビィ」

・アクア運動教室 ・・・ 水中ウォーキングやアクアビクスを学びます

・ＳＵＰ体験教室 ・・・ 新感覚のマリンスポーツ「ＳＵＰ」を体験します

・ピラティス教室 ・・・ 体感を鍛えて冬の運動不足を解消します

・ヨーガ教室  ・・・ ヨーガの基礎を学び、日頃の疲れを癒します

・陶芸教室  ・・・ 自分だけの陶芸作品を作ります

・絵手紙教室 ・・・ ハガキや和紙に自分の好きな絵を描きます

★子ども向け講座

・小学生サッカー教室 ・・・ サッカーの基礎を学びます

・小学生バドミントン教室 ・・・ バドミントンの基礎を学びます

・子ども水泳教室 ・・・ クロールや平泳ぎの泳法を学びます

・地域未来塾 ・・・ 信州大学の学生から勉強を教わります

これ以外にも、随時新しい講座を企画中です。
「こんな講座があったらいいな～」など、
たくさんのご意見をお寄せください！
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【お問い合わせ】
生坂村公民館（Ｂ＆Ｇ海洋センター内）

 ： （０２６３）６９－２５００
休館日：月曜日（祝日は開館）・祝祭日の翌日

令和８年度
公民館行事・イベント予定

６月７日（日） Ｂ＆Ｇプール開き

６月下旬
いくスポ！
生坂健康スポーツフェスティバル

１０月中旬 第５１回生坂村文化祭

１１月３日（火・祝） 巡礼金戸山百体観音巡り

１１月２３日（月・祝） イクラン 松本山雅ＦＣ

１月３日（日） 令和９年二十歳の集い
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年を取るにつれて体に必要なエネルギーは減少しますが、たんぱく質は年齢に関わらず、

ほぼ一定量必要です。

今回は、一人暮らしの高齢者向けの手軽に作れるレシピ「親子煮込みうどん」をご紹介しま

す。このメニューは一つの鍋で作れて、この一品で簡単に栄養バランスが整います。一人でも

手間をかけずに、しっかり食べて、健康的な食生活を続けましょう。

今回のおすすめレシピは

親子煮込みうどん

※ 具沢山の煮込みうどんは、一皿で主食、主菜、副菜を賄うことができます。

※ 食べる時に汁を半分、残すと塩分を減らせます。

※ 野菜は家庭にあるもので代用できます。例えば、ねぎ、小松菜、白菜、しいたけ、えのきでも合います。

1人分 栄養価

エネルギー 461Kcal たんぱく質 27.5ｇ 材 料 費 ：約 21５円

脂 質 18.2ｇ 炭水化物 42.3ｇ 調理作業時間：約 20分

食塩相当量 2.5ｇ

作り方

① 鶏肉は食べやすい大きさに切る。油揚げは３㎝

長さの短冊切りにする。大根、にんじんは１～

２㎜厚さのいちょう切りにする。ほうれん草は

予め茹でて灰汁を除いて３㎝長さに切る。しめ

じは食べやすく小房に分けておく。

② 鍋にだし汁、鶏肉、大根、にんじんを入れて火

にかける。

③ 野菜が柔らかくなったら、しめじ、ほうれん草、

油揚げ、みりん、しょうゆを加える。そこに、

うどんを加えて煮込む。

④ 最後に、割りほぐした卵を回し入れる。

材料（１人分）

茹でうどん（冷凍うどん） １袋

鶏肉 ６０ｇ

油揚げ（小） １０ｇ

大根 ３０ｇ

にんじん １０ｇ

ほうれん草 小１株

しめじ ３０ｇ

卵 １こ

だし汁 ３００ml

みりん 小さじ１

しょうゆ 大さじ１/２

おすすめの組み合わせ

主食：

主菜： 親子煮込みうどん

副菜：

副々菜： 野菜の浅漬け

デザートで果物を一緒に食べてビタミン補給も

高齢者におすすめ★簡単昼食
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月刊 創造の森
冬こそ開拓のベストシーズン

長い長い冬がいよいよ終わりを迎え、春の足音が日に日に大きくなっている気がする今日この頃（執筆
時は3月26日）。皆さまいかがお過ごしでしょうか。今月号から、私いくさか大好き隊の尾井田が、いく
さか『創造の森』の整備状況や近況などについてお伝えします。今回は冬の活動として、①竹林の伐採、
②雑木林の間伐、③耕作放棄地の整備の3項目をご紹介します。

A C T I V I T Y  0 1

竹林のさらなる伐採
「旅するいきもの大学校！」の参加者と
ともに2年間かけて整備してきた竹林。
立派な実がなる梅の木の生育を妨げるほ
ど旺盛に茂っていましたが、ほかの作業
と並行しながらおよそ1ヶ月かけて竹を
少しずつ切り倒し、ある程度の整備を済
ませました。

B E F O R E A F T E R

A C T I V I T Y  0 2

雑木林の間伐
ピザ窯と段々畑をつなぐ中心部は雑木林
と化しており、各所を行き来する際は舗
装路を通って迂回するしかない状況でし
た。現在も間伐中ですが、8割方の作業
を終えかなりスッキリした様相に。間伐
した木は薪に、枝はチップにしてエリア
一帯に播く予定です。

B E F O R E A F T E R

A C T I V I T Y  0 3

耕作放棄地の整備に着手
段々畑の東側に位置する鬱蒼とした竹林
エリア。本来見通せるはずの棚田が見え
ない状態でしたが、整備はほぼ終了。こ
れまで見られなかった開放感のある景色
が広がり、どのように活用するかさらに
イメージが膨らむ形となりました。 B E F O R E A F T E R

目に見える変化は大きくこの3点ですが、ほかにも
水田整備や夏野菜の苗づくりなど、春以降に向けた仕
込みを着々と進めています。年間イベントの計画や情
報発信など、さまざまな角度で奔走しています。
創造の森の活動に少しでも興味を抱かれた方は、お

手隙の際にぜひ遊びに来てください。よければ一緒に
作業しましょう！

ご案内

5月30日（土）午後より、立教大学
奇二正彦准教授をお招きした春の生
物観測と、米づくりプロジェクト第
一弾を創造の森で開催。
村内在住者は無料でご参加いただけ
ます。

お申込・お問い合わせ：
村づくり推進室 0263-69-3111 申込はこちら

月刊 創造の森 執筆：いくさか大好き隊 尾井田
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い
た
ͩ
け
る
道
の
駅

に
日
ʑ
成
௕
さ
ͤ
て
い
き
た
い

と
ࢥ
い
ま
す
。

　
Ҽ
み
に
い
く
さ
か
の
郷
の
ळ

の
߃
ྫ
と
な
り
つ
つ
あ
る
ứ
Ϳ

ど
う
෦
԰
Ừ

ࠓ
年
で
અ
目
の
ޒ
प
年
と
な

り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
は
さ
さ

࢛
݄
に
な
り
新
し
い
生
活
に

も
গ
し
ͣ
つ
な
れ
て
き
た
こ
Ζ

で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
。
　

ࢲ
も「
ま
た
」ご
ԑ
が
あ
り
ࡢ、

年
の
ޒ
݄
よ
り
か
あ
さ
Μ
家
で

ಇ
か
ͤ
て
い
た
ͩ
い
て
い
ま
す
。

「
ま
た
」と
付
い
た
の
は
໿
ೋ

ޒ
年
લ
に
一
度
、
農
業
公
社
で

ಇ
い
て
い
ま
し
た
。

子
ڙ
が
小
さ
い
こ
と
も
あ

り
、
よ
く
ٳ
む
事
も
あ
り
ま
し

た
が
、ಉ
じ
村
内
に
居
た
こ
と
で

学
校
か
ら
の
ݺ
ͼ
ग़
し
に
も
༥

通
を
き
か
ͤ
て
い
た
ͩ
い
た
事

や
か
に
Ժ
や
か
に
な
Μ
ら
か
の

ا
画
を
実
施
す
る
΂
く
೴
内
ϑ

ル
ճ
స
中
で
す
。

　
と
、
い
く
さ
か
の
郷
の
話
を

ॻ
い
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
な

年
度
に
入
る
と
ứ
生
坂
村
合
ซ

ࣣ
ʓ
प
年
Ừが
߇
͑
て
い
ま
す
。

　
生
坂
村
は
一
۝
ޒ
ࣣ
年
ࡾ
݄

ࡾ
一
日
に
ொ
村
合
ซ
促
進
๏
に

基
づ
い
た
合
ซ
に
よ
り
現
ࡏ
の

村
域
が
ܗ
࡞
ら
れ
ま
し
た
。

　
અ
目
と
い
う
の
は
஛
や
໦
の

ܪ
に
現
れ
る「
અ
」の
こ
と
で
す

が
、「
大
切
な
స
׵
点
や
新
た
な

ス
タ
ー
τ
を
৅
徴
す
る
ݴ
༿
」

で
も
あ
り
ま
す
。
　

　
ま
た
「
大
き
な
成
௕
や
ม
化

の
࢝
ま
り
」で
も
あ
る
の
で
、生

坂
村
民
ྺ
が
ࠓ
年
ޒ
年
目
の
駅

௕
も
こ
の
અ
目
を
一
つ
の
ػ
会

と
ଊ
͑
、村
の
ྺ
࢙
を
஌
り
、先

人
の
皆
様
に
ײ
ँ
し
こ
れ
か
ら

の
未
来
の
生
坂
村
に
ό
τ
ン
を

ܨ
ぎ
、
গ
し
は
役
に
立
つ
よ
う

に
日
ʑ
ਫ਼
進
し
て
い
き
た
い
と

ࢥ
い
ま
す
。

　
༨
談
で
す
が
、
駅
௕
は
ࠓ
年

ࡾ
݄
に
六
ʓ
प
年
で
し
たớ
স
Ờ

ค
の
ঢ়
ଶ
に
よ
り
、水
分
ྔ
、こ

Ͷ
る
時
ؒ
と
、
と
て
も
Ԟ
が
ਂ

く
、
手
୳
り
の
日
ʑ
が
続
い
て

い
ま
す
。

ま
ͩ
、
ೲ
得
の
い
く
う
ど
Μ

を
ଧ
つ
こ
と
が
গ
な
い
で
す
が
、

先
ഐ
ํ
か
ら
教
Θ
り
な
が
ら
、

か
あ
さ
Μ
家
に
来
て
い
た
ͩ
け

る
ํ
に
ඒ
ຯ
し
い
う
ど
Μ
を
食

΂
て
௖
け
る
よ
う
に
ਫ਼
進
さ
ͤ

て
௖
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

ࢲ
た
ち
の
ଧ
つ
う
ど
Μ
を
ど

う
ͧ
か
あ
さ
Μ
家
へ
食
΂
に
来

て
Լ
さ
い
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

奥
が
深
い
う
ど
ん
作
り

͔
͋
͞
Μ
Ո

　
๺ 

ᑍ

　
༝ 

ඒ 

ࢠ

■։݁ࡳՌʢ�݄ʣ� ʢ୯Ґɿઍԁʣ

୲౰՝
ೖࡳ೔ छผ ɹ໊ۀɹࣄ ɾೲ඼৔ॴࢪ࣮ མऀ�ۀ�ࡳ� མࡳՁ֨

ʢ੫ൈʣ

ৼڵ՝
�݄��೔ ຿ۀ ྩ࿨�೥౓ੜࡔଜ೶ूۀམഉਫ

தܧϙンϓࢪઃҡ࣋؅ཧۀ຿
ੜࡔଜ

্ੜࡔɾ૲ඌॲཧ۠Ҭ μΠωοクスʢגʣ �
���

ৼڵ՝
�݄��೔ ຿ۀ ྩ࿨̔೥౓ੜࡔଜ؆қਫಓࢪઃ
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���

を
ջ
か
し
く
ࢥ
い

ग़
し
ま
す
。

ࠓ
は
લ
と
ҧ

い
、新
し
い
場
所
、

新
し
い
஥
ؒ
の

中
、
う
ど
Μ
を
ଧ

っ
た
り
、
食
ಊ
に

ग़
た
り
し
て
い
ま

す
。な

か
で
も
「
う

ど
Μ
」
を
主
に
や

っ
て
い
ま
す
が
、

ͦ
の
日
の
気
Թ
、
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健
康
な
歯
肉

ۙ
年
で
は
口
ݩ
の
ݟ
た
目
を

気
に
す
る
人
が
૿
͑
て
き
ま
し

た
。「
ඒ
し
い
口
ݩ
」に
は
、ന
い

ࣃ
と
ಉ
時
に
、
ͦ
れ
を
支
͑
る

健
康
で
引
き
క
ま
っ
た
៉
ྷ
ͳ

ϐ
ン
ク
৭
の
ࣃ
೑
も
重
ཁ
で

す
。
ࣃ
が
ന
く
て
も
ࣃ
೑
が
੺

く
ज
れ
て
い
た
ら
ඒ
し
い
口
ݩ

に
は
ݟ
͑
ま
ͤ
Μ
。「
ඒ
し
い
口

ݩ
」
に
は
ࣃ
೑
が
健
康
で
あ
る

こ
と
が
大
લ
ఏ
で
す
。
ͦ
れ
に

は
プ
ロ
に
よ
る
ࣃ
प
࣏
ྍ
と
ຖ

日
の
セ
ル
ϑ
έ
ア
が
大
切
で
す
。

歯
周
病
は「
炎
症
」で
す
　

「
Ԍ
঱
」と
は
ࡉ、
ە
ײ
છ
や
組

織
ଛ
ই
な
ど
に
対
ॲ
す
る
た
め

ブ
ラ
シ
や
ϑ
ロ
ス
の
࢖
用
で
ࣃ

ؒ
έ
ア
を
し
ま
し
Ỷ
う
ࣃ。
ؒ
の

έ
ア
を
श
慣
に
す
る
こ
と
で
ࣃ、

प
࣬
ױ
の
予
防
は
も
ち
Ζ
Μ
、口

ष
の
防
ࢭ
、
શ
਎
の
健
康
ҡ
持

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

σ
ン
λ
ϧ
ϑ
ϩ
ε

ࣃ
と
ࣃ
の
઀
し
た
໘
な
ど
、

す
き
ؒ
の
ڱ
い
෦
分
に
࢖
用

ࣃ
間
ϒ
ラ
γ

食
΂
Χ
ス
が
٧
ま
り
や
す
い

ܺ
ؒ
の
޿
い
෦
分
に
࢖
用

　
ϑ
ロ
ス
や
ࣃ
ؒ
ブ
ラ
シ
は
、一

日
一
ճ
ಛ
に
就
৸
લ
に
行
う
の

が
お
ק
め
で
す
。ớ
就
৸
中
は
ଣ

ӷ
の
分
ൻ
ྔ
が
減
り
、
ࡉ
ە
が

૿
͑
や
す
く
な
る
た
め
Ờ

ϑ
ロ
ス
や
ࣃ
ؒ
ブ
ラ
シ
で
ࣃ

ؒ
の
Ԛ
れ
を
མ
と
し
て
か
ら
、

ࣃ
ブ
ラ
シ
で
શ
体
の
Ԛ
れ
を
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
し
ま
し
Ỷ
う
。す
す

ぎ
は
গ
ྔ
の
水
で
し
ま
し
Ỷ

う
。で
き
れ
͹
ϑ
ッ
素
や
リ
ン
ス

ࡎ
の
࢖
用
が
お
す
す
め
で
す
。

生
坂
村
ࣃ
科
਍
ྍ
所

の
生
体
防
ޚ
൓
応
で
す
ࣃ。
೑
の

Ԍ
঱
と
、έ
Ψ
で
੺
く
ज
れ
て
௧

む
ঢ়
ଶ
は
ಉ
じ
࢓
組
み
で
す
。

ۙ
年
、
ࣃ
प
ප
と
શ
਎
࣬
ױ

と
の
ؔ
連
が
஫
目
さ
れ
て
い
る

の
は
、
ࣃ
प
ප
が
れ
っ
き
と
し

た「
ຫ
性
Ԍ
঱
性
࣬
ױ
」ͩ
か
ら

で
す
。
ࣃ
೑
の
Ԍ
঱
を
์
っ
て

お
く
と
、
ࣃ
प
ප
ە
や
Ԍ
঱
物

質
が
݂
؅
を
通
っ
て
શ
਎
に
޿

が
り
、౶
೘
ප
ɾ
৺
࣬
ױ
ɾ
೴
伷

࠹
ͳ
Ͳ
の
Ϧ
ε
ク
Λ
ߴ
Ί
Δ
こ

と
が
科
学
的
に
ূ
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ຖ
日
の
オ
ー
ラ
ル
έ
ア
ࣃ、
ブ

ラ
シ
ͩ
け
で
ຏ
け
て
い
る
と
ࢥ

っ
て
い
ま
ͤ
Μ
か
ʁ
実
は
ࣃ、
ブ

ラ
シ
ͩ
け
で
は
ࣃ
ớ޶
プ
ラ
ー

ク
Ờの
六
ʓ
ˋ
΄
ど
し
か
མ
と
ͤ

て
い
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。

ࣃ
と
ࣃ
の
ؒ
に
は
食
΂
か
す

や
プ
ラ
ー
クớ
ࡉ
ە
の
か
た
ま

り
Ờが
た
ま
り
や
す
く
、஬
ࣃ
や

ࣃ
प
ප
の
発
঱
源
に
な
り
қ
い

場
所
で
す
ࣃ。
ブ
ラ
シ
で
は
こ
の

「
ࣃ
ؒ
」
に
し
っ
か
り
ໟ
先
が
ಧ

き
ま
ͤ
Μ
。プ
ラ
ー
ク
は
์
っ
て

お
く
と
ࣃ
ੴ
に
な
り
、
ࣃ
ܪ
を

Ԍ
঱
さ
ͤ
て
ग़
݂
や
ज
れ
を
引

き
起
こ
し
、や
が
て
ࣃ
を
支
͑
る

　
࢛
݄
に
入
り
֤
ご
家
庭
で
は
、

ご
入
学
、ご
進
学
、ご
就
職
な
ど
、

う
れ
し
い
ग़
来
事
が
お
あ
り
ͩ

っ
た
か
と
ࢥ
Θ
れ
ま
す
。お
め
で

と
う
ご
͟
い
ま
す
。

　
や
ま
な
み
荘
で
は
ࡾ、
݄
一
ޒ

日
Ҏ
߱
、リ
χ
ỿ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
プ
ラ
ン
と
し
ま
し
て「
ւ
઱
し

Ỵ
Ϳ
し
Ỵ
Ϳ
」
を
ఏ
ڙ
し
ま
し

た
。ν
ラ
シ
を
お
持
ち
に
な
る
と

料
理
୅
金
が
一
ʓ
ύ
ー
セ
ン
τ

ׂ
引
と
な
る
た
め
大
੎
の
ํ
に

お
得
に
ご
ར
用
い
た
ͩ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
͟
い
ま
す
。

ま
た
、大
ϗ
ー
ル
に
グ
ラ
ン
ド

ϐ
ア
ϊ
を
寄
ଃ
し
て
い
た
ͩ
き

Ի
ָ
会
や
合
॓
な
ど
も
ड
け
入

れ
可
能
と
な
り
ま
し
た
。࢛
݄
ೋ

ޒ
日
に
は
導
入
ه
೦
イ
ϕ
ン
τ

の
ί
ン
α
ー
τ
を
։
࠵
し
ま
す
。

現
ࡏ
は
予
໿
の
ஈ
֊
で
す
が
参

加
ر
๬
者
が
い
ら
っ
し
Ỵ
い
ま

す
。ඒ
し
い
Ի
৭
と
Վ
੠
を
お
ฉ

き
く
ͩ
さ
い
。

大
ཋ
場
の
ν
ッ
プ
Ϙ
イ
ラ
ー

は
自
然
に
や
さ
し
い
೤
源
で
、Թ

か
い
౬
を
お
ָ
し
み
い
た
ͩ
け

ま
す
。農
࡞
業
の
ޙ
׼
を
流
し
に

い
ら
し
て
く
ͩ
さ
い
。

　
ஆ
か
い
日
ࠩ
し
と
と
も
に

৭
ʑ
な
࠵
し
、体
ݧ
が
目
ന
ԡ
し

で
す
。τ
レ
ッ
Ω
ン
グ
や
ύ
ラ
グ

ラ
イ
μ
ー
。レ
ン
タ
α
イ
ク
ル
に

ό
ー
ϕ
Ω
ỿ
ー
は
ম
き
୆
と
ク

ラ
ブ
ϋ
΢
ス
が
ૣ
い
者
উ
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
テ
χ
ス
や

マ
レ
ッ
τ
ΰ
ル
ϑ
な
ど
、ス
ϙ
ー

π
の
ޙ
は
や
ま
な
み
荘
で
Ώ
っ

く
り
お
く
つ
Ζ
ぎ
く
ͩ
さ
い
。

　
皆
様
、ご
༑
人
や
ご
家
଒
で
や

ま
な
み
荘
に
い
ら
し
て
く
ͩ
さ

い
。お
଴
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ࣃ
ỳ
ͽ
ー
た
い
Ή

Ώ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ࠎ
ま
で
༹

か
し
て
し

ま
い
ま
す
。

ࣃ
ؒ
ਗ਼
૟

۩ớ
ࣃ
ؒ
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作業内容 単　位 標準金額 説　　　明

耕

耘

作

業

水　田

耕 起

10a

7,290 円
ほ場１枚につき 10 ａ未満 10％割増し
ほ場１枚につき 5 ａ未満 15％割増し

（一貫作業 20,280 円）
荒 代 5,240 円

植 代 7,750 円

畑 耕 耘 7,290 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増

田 植 機 作 業 10a 9,720 円

10a 未満 10％増・5a 未満 15％増
委託者側で手番１名つける
手番無 1,500 円加算  側条施肥 2,000 円増
除草剤散布・苗箱施薬散布各 500 円増

収

穫

作

業

コンバイン

カッター付

作 業

稲

10a

23,680 円
10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増
倒伏 10％〜 30％増
ワラ結束 2,500 円増

麦 12,000 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増
倒伏 10％〜 30％増

大 豆 8,000 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増

そ ば 8,000 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増
倒伏 10％〜 30％増

乾

燥

籾 乾 燥 料

麦 乾 燥
60kg

1,500 円 水分 20％以上 運賃別途

1,250 円 水分 17％以上 20％未満 〃  　

900 円 水分 17％未満 〃  　

播 種
作 業 ロータリーシーダー 10a 10,360 円 委託者側で補助 1 名つける

種子・堆肥は委託者が用意
大 豆
選 粒 選　　 粒　　 機 1kg 18 円 作業人数４人程度で行う

畦　 塗　 機　 作　 業 1 ｍ 　80 円 水田

ブ ー ム ス プ レ イ ヤ ー 10a 3,320 円 薬剤代は委託者が用意
委託者側で補助１名つける

農業公社では、農作業の受託を行っています。
委託を希望される方は農業公社（☎ 69-3431）までご連絡ください。

令 和 8 年 度 農 作 業 料 金 表

公益財団法人生坂村農業公社【令和 8 年４月１日より適用】

　農作業料金表は安曇野市、安曇野市農業委員会、JA あづみ各地域営農センター、川手地区営農センター
の料金に統一しています。

※圃場の出入り口・傾斜により作業ができないことがありますので、事前に確認をお願いします。

今年のみ田植までの作業を他社に委託しますのでご了承ください。
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※ 農業機ցをੵंࡌにより運ൖする場߹は別途運ൖ料1,000円をいͨだきます。
　なお、運ൖޙΩϟンセϧにより機ցを࢖用しない場߹であって΋運ൖ料1,000円は௃ऩいͨします。
 ※ ཁ໔ڐは、࢖用にあͨって、運స֨ࢿがඞཁとなります。

【用にؔして࢖】
機ց࢖用ޙは఺ݕを行い、ඞͣ೩料を補ॆしてฦ٫してください。

（補ॆされていない場߹は࣮අで੥ٻさͤていͨだきます。）
する場߹がありますٻোしͨ場߹、一෦ຢはશ෦मཧ代を੥ނ意ຢはաࣦによりނ

Ϩϯλϧ農業ػց࢖༻料金表

機 ց ౳ 名 শ 金　額

1 τラΫター 2014 5,000 円

2 運　ൖ　ं 3,000 円

3 大ܕϋンϚーϞΞ 5,000 円

4 খܕ৐用ϞΞ 4,000 円

5 スϐーυスプレイヤー
（500ŋ600Ŋ （ࢁؙ 7,000 円

6 ؅　ཧ　機 2,000 円

7 ワラきりカッター 2,000 円

機 ց ౳ 名 শ 金　額

8 άレーンタンΫ  5,000 円

9 （ఆݶ子ঁ）෷機מ 1,000 円

10 τラΫター（ঁ子ݶఆ） 4,000 円

11 手ԡし運ൖं 1,000 円

12 ϛχバッΫϗー 4,000 円

13 草מり機（スύイダー） 2,000 円

˙１日౰り（̝̔）　※൒日࢖用の場߹は、表هの൒額となります。

※ཁ໔ڐ

場
所
で
は
ඞ
ͣ
ࢭ
ま
っ
て
安

શ
確
ೝ
を
し
ま
し
Ỷ
う
。

⿟
な
が
ら
ス
マ
ϗ
⽅
൓
ଇ
金
一

ສ
ೋ
ઍ
ԁ 

ˣ 

携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
τ
ϑ
Ỽ
ン
を
手
に
保

持
し
て
通
話
し
た
り
、
ૢ
࡞

を
し
な
が
ら
運
స
し
て
は
い

け
ま
ͤ
Μ
。

˞
こ
れ
ら
の
ҧ
൓
は
一
ྫ
で
す
。

対
৅
ҧ
൓ớ
൓
ଇ
行
ҝ
Ờは
一

ʓ
ʓ
छ
ྨ
Ҏ
上
あ
り
ま
す
。

⿟
ѱ
質
・
ة
ݥ
な
ҧ
൓ớ
ඇ
൓
ଇ

行
ҝ
Ờは
੺
切
ූ
を
用
い
て
、

ܐ
事
手
続
き
に
よ
り
ॲ
理
さ

れ
ま
す
。

【
赤
切
符
の
対
象
違
反
例
】

⿟
ञ
気
帯
ͼ
運
స
⽅
േ
ଇ
ࡾ
年

Ҏ
Լ
の
߆
ې
ܐ
ま
た
は
ޒ
ʓ

ສ
ԁ
Ҏ
Լ
の
േ
金
ˣ
お
ञ
を

ҿ
Μ
ͩ
ら
、
自
స
ं
を
運
స

し
て
は
い
け
ま
ͤ
Μ
。

自
స
ं
も
ं
྆
で
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
安
શ
に
ར

用
し
ま
し
Ỷ
う
ʂ

˙
お
໰
い
合
Θ
ͤ

ݝ
ி
ݝ
民
文
化
෦

く
ら
し
安
શ
・
消
費
生
活
課

交
通
安
શ
対
ࡦ
܎
　

　
ὸ
ʓ
ೋ
六-

ೋ
ࡾ
-ޒ

一ࣣࣣ
࢛

自
స
ं
の
交
通
ҧ
൓
に
交
通

൓
ଇ
通
告
制
度
˞
が
ద
用
ớ
対

৅
は
一
六
ࡀ
Ҏ
上
Ờさ
れ
ま
す
。

ớ
˞
ൺ
ֱ
的
軽
ඍ
な
交
通
ҧ
൓

に
交
通
൓
ଇ
切
ớූ
੨
切
ූ
Ờを

交
付
し
、
ҧ
൓
者
が
൓
ଇ
金
を

ೲ
付
す
れ
͹
ܐ
事
േ
を
科
さ
な

い
制
度
。Ờ

⿟
自
స
ं
の
交
通
ҧ
൓
を
ܯ
࡯

׭
が
ೝ
஌
し
た
場
合
、
基
本

的
に
は
現
場
で
ࢦ
導
ܯ
告
を

実
施
し
ま
す
。

⿟
ҧ
൓
の
う
ち
交
通
事
ނ
の
ݪ

Ҽ
と
な
る
よ
う
な
ة
ݥ
性
・

໎
࿭
性
が
高
い
ҧ
൓
で
あ
る

と
き
は
ݕ
ڍ
の
対
৅
と
な
り

ま
す
。

⿟
੨
切
ූ
の
ద
用
ޙ
に
ม
Θ
る

の
は
ݕ
ڍ
ޙ
の
手
続
き
で

す
。
自
స
ं
の
交
通
ル
ー
ル

は
ม
Θ
り
ま
ͤ
Μ
。

【
青
切
符
対
象
違
反
例
】

⿟
信
߸
無
視
⽅
൓
ଇ
金
六
ઍ
ԁ

ˣ
対
໘
す
る
信
߸
ػ
に
ඞ
ͣ

ै
Θ
な
け
れ
͹
な
り
ま
ͤ
Μ
。

⿟
一
時
ෆ
ఀ
ࢭ
⽅
൓
ଇ
金
ޒ
ઍ

ԁ
ˣ
一
時
ఀ
ࢭ
ඪ
ࣝ
が
あ
る

ࣗ
స
ं
の
ަ
௨
ҧ
൓
に

ࣗ
స
ं
の
ަ
௨
ҧ
൓
に

੨
੾
ූ
が
ద
༻
͞
Ε
ま
す

੨
੾
ූ
が
ద
༻
͞
Ε
ま
す
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近
年
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
な
ど
の
充
電
式
電
池
が
原
因

と
み
ら
れ
る
、
火
災
事
故
が
全

国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、村
で
は
、充
電
式

電
池
の
適
正
な
排
出
を
進
め
る

た
め
、
役
場
窓
口
に
充
電
式
電

池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま

し
た
。

安
全
な
ご
み
処
理
の
た
め
、

対
象
品
目
を
お
持
ち
の
方
は
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
回
収
場
所
】

　
　
役
場
窓
口

【
回
収
時
間
】

　
　
午
前
八
時
三
〇
分
〜

　
　
午
後
五
時
一
五
分
ま
で

【
回
収
対
象
】

◦
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

◦
加
熱
式
た
ば
こ

◦
そ
の
他
、
充
電
式
電
池
を
内

蔵
し
た
製
品
に
つ
い
て
は
、

住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
住
民
課
生
活
環
境
係

　
☎
六
九-

三
一
一
三

　
松
本
市
、
塩
尻
市
、
安
曇
野

市
、
東
筑
摩
郡
在
住
の
障
が
い

者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
障
が
い
の
あ

る
人
と
な
い
人
と
の
交
流
と
相

互
理
解
を
深
め
ま
す
。

■
日
時
　

　
令
和
八
年
六
月
一
三
日（
土
）

　
午
前
九
時
三
〇
分
〜
一
二
時

■
会
場

　
信
州
ス
カ
イ
パ
ー
ク

　
ア
イ
ネ
ッ
ト
や
ま
び
こ
ド
ー
ム

■
種
目

①
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
・
モ
ル
ッ
ク
・
ス
ク

エ
ア
ボ
ッ
チ
ャ

②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
ラ
ッ
キ
ー
ロ
ー
プ

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
あ
り

◆
参
加
申
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
先

　
五
月
一
五
日
（
金
）
ま
で
に

健
康
福
祉
課
（
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

☎
六
九-

三
五
〇
〇

໾
৔
૭
ޱ
に
ॆ
ి
ࣜ
ి
஑

໾
৔
૭
ޱ
に
ॆ
ి
ࣜ
ి
஑

ճ
ऩ
Ϙ
ỽ
Ϋ
ε
Λ
ઃ
ஔ

ճ
ऩ
Ϙ
ỽ
Ϋ
ε
Λ
ઃ
ஔ

দ
ຊ
ݍ
Ҭ
ো
が
い
ऀ

দ
ຊ
ݍ
Ҭ
ো
が
い
ऀ

χ
ỿ
ー
ε
ϙ
ー
π
ަ
ྲྀ
会

χ
ỿ
ー
ε
ϙ
ー
π
ަ
ྲྀ
会

ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

令
和
八
年
度
の
自
動
車
税
の

納
期
限
は
六
月
一
日
（
月
）
で

す
。
納
期
限
ま
で
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
納
税
通
知
書
発
送
日

　
令
和
八
年
四
月
三
〇
日（
木
）

■
納
期
限

　
令
和
八
年
六
月
一
日
（
月
）

■
納
付
方
法
　

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、ペ
イ

ジ
ー
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
、

県
税
事
務
所
の
窓
口

※
詳
細
は
、
長
野
県
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.nagano.

lg.jp/zeim
u/kurashi/

k
e
n
z
e
/
a
r
a
m
a
s
h
i/

aram
ashi/nofusaki.htm

l

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
庁
総
務
部
　
税
務

　
☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
〇
五
一

　
中
信
県
税
事
務
所

　
☎
四
〇-

一
九
〇
五

ࣗ
ಈ
ं
੫
͸
࿡
݄
Ұ
೔
ま
Ͱ

ࣗ
ಈ
ं
੫
͸
࿡
݄
Ұ
೔
ま
Ͱ

に
ೲ
෇
Λ
͓
ئ
い
し
ま
す

に
ೲ
෇
Λ
͓
ئ
い
し
ま
す

こ
の
度
、
広
報
い
く
さ
か
の

編
集
を
担
当
い
た
し
ま
す
、
村

づ
く
り
推
進
室
の
今
溝
と
申
し

ま
す
。

昨
年
度
ま
で
の
二
年
間
、
長

野
県
松
本
地
域
振
興
局
に
派
遣

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

さ
て
、
久
し
ぶ
り
に
生
坂
村

で
勤
務
し
た
感
想
と
し
ま
し
て

は
新
規
事
業
が
始
動
し
て
い
た

り
、
シ
ス
テ
ム
が
新
し
く
な
っ

て
い
た
り
と
完
全
に
浦
島
太
郎

状
態
で
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
が

初
心
に
戻
り
、
長
野
県
へ
の
派

遣
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
生

坂
村
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
！

ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
と
し
た
様
々
な
人
が
温
か

い
声
を
か
け
て
下
さ
り
、「
た
だ

い
ま
」
と
心
の
声
が
漏
れ
る
と

同
時
に
涙
腺
が
緩
く
な
り
ま
し

た
。（
涙
が
少
し
こ
ぼ
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
内
緒
で
す
。）

　
広
報
い
く
さ
か
の
編
集
に
あ

た
っ
て
は
『
村
民
の
皆
さ
ま
が

読
み
た
く
な
る
広
報
誌
』
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。ご
意
見
、ご

要
望
が
あ
れ
ば
、
役
場
村
づ
く

り
推
進
室
ま
で
遠
慮
な
く
お
寄

せ
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 

（
今
溝
　
康
平
）

編
集
後
記

編
集
後
記

唐
澤 

清
治
さ
ん

（
82
歳
　
日
　
岐
）

眞
島 

重
美
さ
ん

（
96
歳
　
日
　
岐
）

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す
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こ
の
度
、
ਢ
坂
ࢢ
か
ら
引
っ

ӽ
し
て
き
ま
し
た
֯
ా
ớ
か
く

た
Ờ
で
す
ʂ

　
い
く
さ
か
大
޷
き
ୂ
の
一
員

と
し
て
、
農
業
公
社
で
ಇ
か
ͤ

て
い
た
ͩ
き
ま
す
。

　
ਢ
坂
で
は
Ϳ
ど
う
農
家
の
ݚ

म
を
一
年
ड
け
て
い
ま
し
た

が
、
ଉ
子
が
こ
ど
も
ප
Ӄ
で
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
、
通
い
や

す
い
よ
う
に
生
坂
村
に
引
っ
ӽ

し
て
き
ま
し
た
。

　
農
業
公
社
で
は
લ
೚
の
৿
໺

さ
Μ
の
業
຿
を
引
き
継
が
ͤ
て

௖
き
ま
す
。
水
Ҵ
・
大
౾
・
ഴ
・

ڶ
ഴ
な
ど
の
࡞
業
に
あ
た
り
ま

す
が
、
ま
ͩ
ま
ͩ
ษ
強
中
で
す

の
で
皆
さ
Μ
か
ら
教
͑
て
い
た

ͩ
き
な
が
ら
ؤ
ு
り
た
い
と
ࢥ

い
ま
す
。

　
ଉ
子
は
小
児
が
Μ
と
ಆ
っ
て

お
り
ま
す
が
ࠓ
は
ݩ
気
に
ա
ご

ͤ
て
い
ま
す
。
஌
的
ো
が
い
が

あ
っ
て
ݴ
༿
を
話
す
こ
と
は
で

き
ま
ͤ
Μ
が
、
Ѫ
ᇷ
と
স
إ
が

と
て
も
ྑ
い
の
で
、
ݟ
か
け
た

ら
ぜ
ͻ
お
੠
が
け
く
ͩ
さ
い
ʂ

　
ち
な
み
に
ࢲ
の
生
ま
れ
は
福

ౡ
ݝ
の
会
௡
ए
দ
で
す
。
福
ౡ

ݝ
育
ち
の
ࢲ
は
イ
ン
τ
ネ
ー
シ

ἀ
ン
が
ม
で
す
が
、
Թ
か
い
目

で
お
願
い
し
ま
す
ớ
স
Ờ

　
࢓
事
に
も
生
活
に
も
ૣ
く
慣

れ
て
、
皆
さ
Μ
の
お
役
に
立
て

た
ら
޾
い
で
す
。
皆
さ
Μ
よ
Ζ

し
く
お
願
い
க
し
ま
す
ʂ

 

ớ
֯
ా
ᠳ
Ờ

す
。
ࣉ
ౡ
फ
ޗ
で
す
。

　
大
学
進
学
時
よ
り
上
ژ
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
一
一
年

Ϳ
り
に
地
ݩ
で
あ
る
生
坂
村
に

໭
っ
て
参
り
ま
し
た
。
大
学
で

は
農
学
を
専
߈
し
ブ
ド
΢
の
ݚ

ڀ
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
自
然
や
農
業
に
は
強
い
ڵ

ຯ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
に
ظ
଴
を
寄
ͤ
て

い
ま
す
。
ೋ
ʓ
ೋ
六
年
度
よ
り

ブ
ド
΢
࠿
ഓ
の
ݚ
म
に
ै
事
さ

ͤ
て
い
た
ͩ
き
、
改
め
て
農
業

へ
の
学
ͼ
を
ਂ
め
る
と
と
と
も

に
生
坂
村
の
ັ
力
を
ײ
じ
、
発

信
で
き
て
い
け
れ
͹
と
ߟ
͑
て

い
ま
す
。

　
ࢲ
が
地
ݩ
を
཭
れ
て
い
た
ؒ

に
、
い
く
さ
か
の
郷
の
新
設
や

脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
બ
定
な

ど
生
坂
村
で
は
ଟ
く
の
ม
化
が

あ
り
、
ؼ
省
す
る
度
に
ڻ
か
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ࠓ
度
は
ͦ
Μ

な
ڻ
き
を
次
の
世
୅
に
伝
͑
て

い
き
、
生
ま
れ
育
っ
た
生
坂
村

を
よ
り
ັ
力
で
Ҳ
れ
る
地
に
し

て
い
け
れ
͹
と
ࢥ
い
ま
す
。
改

め
て
ど
う
ͧ
よ
Ζ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
ʂ

 

ớ
ࣉ
ౡ
फ
ޗ
Ờ

 　

໌
Պ
ߴ
ߍ
ͩ
Α
Γ

໌
Պ
ߴ
ߍ
ͩ
Α
Γ

໌
Պ
ߴ
ߍ
ͩ
Α
Γ

໌
Պ
ߴ
ߍ
ͩ
Α
Γ

໌
Պ
ߴ
ߍ
ͩ
Α
Γ

˕
ଔ
ۀ
生
と
の
͓
ผ
Ε

⃝

ࡾ
年
生
Λ
ૹ
Δ
ձ

ଔ
業
ࣜ
લ
日
の
ࡾ
݄
ೋ
日
、生

ె
会
主
࠵
の「
ࡾ
年
生
を
ૹ
る

会
」が
行
Θ
れ
ま
し
た
。

　
会
に
先

立
っ
て
、
ྫ

年
に
฿
っ

て
、
生
ె
会

役
員
手
࡞
り

の
ア
ー
ν
を

く
͙
っ
て
ࡾ

年
生
が
入
場
し
ま
し
た
。

会
の
中
で
は
ࡾ、
年
生
と
ա
ご

し
た
日
ʑ
を
ৼ
り
ฦ
っ
て
ࢥ、
い

ग़
に
࢒
る
場
໘
を
ջ
か
し
く
ޠ

る
挨
拶
や
、෦
活
ಈ
の
先
ഐ
に
向

け
た
お
ॕ
い
と
ײ
ँ
の
Ϗ
デ
オ

ϝ
ッ
セ
ー
ジ
が
、෦
活
ご
と
に
ͦ

れ
ͧ
れ
と
て
も
工
෉
を
ڽ
ら
し

た
ಈ
画
で
঺
介
さ
れ
た
り
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、ଔ
業
ه
೦
品
と
し
て
、

ଔ
業
ূ
ॻ
ϗ
ル
μ
ー
が
生
ె
会

役
員
か
ら
ࡾ、
年
生
の
֤
ク
ラ
ス

୅
ද
に
手
౉
さ
れ
る
場
໘
も
あ

り
ま
し
た
。

　
担
೚
の
先
生
か
ら
の
α
プ
ラ

イ
ζ
ϝ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
、ଔ
業

を
લ
に
ࢥ
い
ग़
に
࢒
る
一
時
を

ա
ご
し
た
ࡾ
年
生
で
し
た
。

⃝

ଔ
ۀ
ূ
ॻ
त
༩
ࣜ
　
ڍ
ߦ

　
ࡾ
݄
ࡾ
日
、
ଔ
業
ূ
ॻ
त
༩

ࣜ
が
ڍ
行
さ
れ
ま
し
た
。学
校
ධ

ٞ
員
さ
Μ
な
ど
の
来
ෂ
の
皆
さ

Μ
と
、た
く
さ
Μ
の
ଔ
業
生
保
護

者
の
皆
様
に
ݟ
守
ら
れ
る
中
、明

科
高
校
で
ա
ご
す
໊
࢒
੯
し
い

時
ؒ
が
Ժ
や
か
に
流
れ
て
い
ま

し
た
。

　
ࣣ
ʓ
໊
の
ଔ
業
生
は
、一
人
ͻ

と
り
ॱ
൪
に
担
೚
の
先
生
か
ら

ݺ
໊
さ
れ
、

ᜊ
౻
校
௕
か

ら
ଔ
業
ূ
ॻ

が
त
༩
さ
れ

ま
し
た
。 

　
ଔ
業
生
୅

ද
の
౴
ࣙ
で

は
、ί
ロ
φ
Ւ
ޙ
の
マ
ス
ク
を
֎

し
て
の
生
活
が
࢝
ま
っ
た
入
学

の
こ
Ζ
を
ৼ
り
ฦ
っ
て「
෦
活
ಈ

や
行
事
へ
の
参
加
ن、
໛
が
ݩ
に

໭
っ
た
文
化
ࡇ
や
体
育
ࡇ
な
ど
、

ށ
࿭
い
な
が
ら
も
新
し
い
環
境

を
ָ
し
Μ
で
い
ま
し
た
」
な
ど
、

ࡾ
年
ؒ
の
高
校
生
活
を
ৼ
り
ฦ

り
な
が
ら
ײ
ँ
の
気
持
ち
を

ޠ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

ớ
文
੹ 

教
಄ 

૔
Լ 

௚
Ờ

　
み
な
さ
Μ
こ
Μ
に
ち
は
ʂ

　
࢛
݄
よ
り
い
く
さ
か
大
޷
き

ୂ
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま



��

　
令
和
ࣣ
年
の
Ր
災
発
生
件
਺

は
一
࢛
八
件
で
、લ
年
よ
り
ೋ
八

件
૿
加
し
ま
し
た
。

Ր
災
件
਺
を
Ր
災
छ
ผ
ご
と

に
ݟ
る
と
ݐ、
物
Ր
災
が
六
࢛
件

ớ
લ
年
ൺ
࢛
件
減
Ờ、ྛ
໺
Ր
災
が

八
件ớ
લ
年
ൺ
六
件
૿
Ờ、ं
྆
Ր

災
が
۝
件ớ
લ
年
ൺ
八
件
減
Ờ、ͦ

の
ଞ
の
Ր
災
が
六
ࣣ
件ớ
લ
年
ൺ

ࡾ
࢛
件
૿
Ờ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、Ր
災
に
よ
る
ࢮ
者
は
ࣣ
人

ớ
લ
年
ൺ
八
人
減
Ờ、負
ই
者
は
一

۝
人ớ
લ
年
ൺ
一
ޒ
人
減
Ờと
な

っ
て
い
ま
す
。

ݐ
物
Ր
災
は
、住
୐
な
ど
の
ࡒ

産
ͩ
け
で
な
く
、大
切
な
命
ま
で

も
ୣ
う
ඇ
ৗ
に
ة
ݥ
な
災
害
で

す
。住
୐
Ր
災
に
よ
っ
て
ຖ
年
ଟ

住
୐
用
Ր
災
ܯ
報
器
を
定
ظ

的
に
点
ݕ
し
、一
ʓ
年
を
目
安

に
交
׵
す
る
。

⁠
Ր
災
の
拡
大
を
防
͙
た
め
に
、

෦
԰
を
整
理
整
಴
し
、৸
۩
、

ҥ
ྨ
ٴ
ͼ
Χ
ー
テ
ン
は
、防
Ԍ

品
を
࢖
用
す
る
。

⁡
Ր
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
消
Ր
器
౳
を
設
置

し
、
࢖
い
ํ
を
確
ೝ
し
て
お

く
。

⁢
お
年
寄
り
や
਎
体
の
ෆ
自
༝

な
人
は
、
ආ
೉
経
路
と
ආ
೉

ํ
๏
を
ৗ
に
確
保
し
、備
͑
て

お
く
。

⁣
防
Ր
防
災
܇
࿅
へ
の
参
加
ށ、

ผ
๚
໰
な
ど
に
よ
り
、地
域
͙

る
み
の
防
Ր
対
ࡦ
を
行
う
。

˗
ॅ
୐
༻
Ր
ࡂ
ܯ
ใ
ث
ͷ
఺

ݕ
Λ
͠
ͯ
͍
·
す
͔
ʁ

ご
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る

住
୐
用
Ր
災
ܯ
報
器
は
、
Ր
災

を
ૣ
ظ
に
஌
ら
ͤ
る
大
切
な
ػ

器
で
す
。し
か
し
、電
池
切
れ
や

΄
こ
り
の
付
ண
に
よ
り
、ਖ਼
ৗ
に

࡞
ಈ
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

住
୐
用
Ր
災
ܯ
報
器
は
ৗ
に

࡞
ಈ
し
て
い
る
た
め
、寿
命
は
໿

一
ʓ
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

΄
こ
り
が
付
ண
す
る
と
ײ
஌
し

づ
ら
く
な
り
ޡ、
࡞
ಈ
の
ݪ
Ҽ
に

く
の
ํ
が
๢
く
な
っ
て
お
り
、ͦ

の
໿
൒
਺
は「
ಀ
げ
஗
れ
」が
ݪ

Ҽ
で
す
。ま
た
、๢
く
な
ら
れ
た

ํ
の
ଟ
く
を
高
齢
者
が
઎
め
て

い
ま
す
。

住
୐
Ր
災
の
発
生
や
ಀ
げ
஗

れ
を
防
ぎ
、
命
を
守
る
た
め
に
、

日
ࠒ
か
ら
取
り
組
む
΂
き「
住
୐

防
Ր 

い
の
ち
を
守
る
一
ʓ
の
ϙ

イ
ン
τ
」と「
住
୐
用
Ր
災
ܯ
報

器
の
点
ݕ
ํ
๏
」を
改
め
て
ご
঺

介
し
ま
す
。

˗
ॅ
୐
๷
Ր

　͍
ͷ
ͪ
Λ
क
Δ

も
な
り
ま
す
。定
ظ
的
に
点
ݕ
・

ਗ਼
૟
を
行
い
、ਖ਼
ৗ
に
࡞
ಈ
す
る

か
確
ೝ
し
ま
し
Ỷ
う
。

˔
఺
ݕ
ํ
๏

「
本
体
の
Ϙ
タ
ン
を
ԡ
す
」
ま

た
は
、「
ͻ
も
を
引
い
て
࡞
ಈ
を

確
ೝ
」す
る
。

˞
ܯ
報
Ի
が
໐
ら
な
い
場
合

は
、
電
池
切
れ
ま
た
は
ނ
ো

が
ߟ
͑
ら
れ
ま
す
。
電
池
ま

た
は
本
体
の
交
׵
が
ඞ
ཁ
で

す
。
　
দ
本
޿
域
消
防
ہ
の

ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
に
ৄ
し
い
આ

明
を
掲
ࡌ
し
て
い
ま
す
。

お
໰
い
合
Θ
ͤ
は
　
明
科
消

防
ॺớ
六
ೋ-

ೋ
۝
۝
ೋ
Ờ

࢛
݄
は
入
学
・
就
職
౳
に
൐

い
、ए
年
層
の
生
活
環
境
が
大
き

く
ม
Θ
り
、ඃ
害
に
ૺ
う
リ
ス
ク

が
高
ま
る
時
ظ
で
す
。
ܯ
࡯
か

ら
ೋ
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

τ
や
̨
̣
̨
౳
の
ద
切
な
ར
用

に
つ
い
て
」
で
す
。

　
こ
の
時
ظ
は
、
子
ڙ
の
ス
マ

ー
τ
ϑ
Ỽ
ン
の
購
入
が
ଟ
く
行

Θ
れ
る
時
ظ
で
あ
り
、
ෆ
慣
れ

な
ス
マ
ー
τ
ϑ
Ỽ
ン
の
取
ѻ
い

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
τ
や
̨

̣
̨
౳
を
き
っ
か
け
に
性
൜
ࡑ

に
ר
き
ࠐ
ま
れ
る
έ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。保
護
者
の
皆
様
は
、子

ڙ
が
安
શ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
τ

や
̨
̣
̨
を
ར
用
で
き
る
よ

う
、
ޚ
家
庭
で
ネ
ッ
τ
の
ة
ݥ

性
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ϑ
ỹ

ル
タ
リ
ン
グ
や
ػ
能
制
ݶ
を
ར

用
す
る
౳
、
子
ڙ
が
性
൜
ࡑ
に

ר
き
ࠐ
ま
れ
な
い
た
め
の
対
ࡦ

を
お
願
い
し
ま
す
。

ೋ
つ
目
は
、「
ஒ
׽
の
๾
໓
」

で
す
。
　

　
ݝ
内
の
ஒ
׽
発
生
ঢ়
گ
を
ݟ

る
と
、
ඃ
害
者
の
ଟ
く
は
े
୅
、

ೋ
े
୅
の
ए
年
層
の
ঁ
性
で

す
。ඃ
害
に
ૺ
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
や
ඃ
害
を
目
ܸ
し
た
場
合
は

ܯ
࡯
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
Μ
の
ޚ
協
力
が
൜
人
ݕ

ڍ
と
更
な
る
ඃ
害
防
ࢭ
に
な
り

ま
す
。性
๫
力
の
೰
み
は
一
人
で

๊
͑
ࠐ
ま
ͣ
、
प
ғ
の
大
人
や

ܯ
࡯
に
相
談
し
て
く
ͩ
さ
い
。

˙
໰
合
ͤ
先

௕
໺
ݝ
ܯ
࡯
本
෦
　
生
活
安
શ

ا
画
課
　

ὸ
ʓ
ೋ
六-

ೋ
ࡾ
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ʓ
一
一
ʓ

ớ
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【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈住宅防火について〉

Ұ
ʓ
ͷ
ϙ
Π
ϯ
τ

　Ỗ
࢛
ͭ

ͷ
श
׳
ɾ
࿡
ͭ
ͷ
ର
ࡦ
Ỗ

˔
࢛
ͭ
ͷ
श
׳

⁞
৸
た
͹
こ
は
ઈ
対
に
し
な
い
、

さ
ͤ
な
い
。

 
ス
τ
ー
ブ
の
प
り
に
೩
͑
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

⁠
こ
Μ
Ζ
を
࢖
う
と
き
は
Ր
の

ͦ
͹
を
཭
れ
な
い
。

⁡
ί
ン
セ
ン
τ
は
΄
こ
り
を
ਗ਼

૟
し
、ෆ
ඞ
ཁ
な
プ
ラ
グ
は
ൈ

く
。

˔
࿡
ͭ
ͷ
ର
ࡦ

⁞
Ր
災
の
発
生
を
防
͙
た
め
に
、

ス
τ
ー
ブ
や
こ
Μ
Ζ
౳
は
安

શ
૷
置
の
付
い
た
ػ
器
を
࢖

用
す
る
。

 
Ր
災
の
ૣ
ظ
発
ݟ
の
た
め
に
、

ए
೥
૚
の
ੑ
๫
力
ඃ
֐
༧
๷

ए
೥
૚
の
ੑ
๫
力
ඃ
֐
༧
๷

ର
ࡦ
Λ
ਪ
ਐ
し
ͯ
い
ま
す

ର
ࡦ
Λ
ਪ
ਐ
し
ͯ
い
ま
す
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ご
ೖ
Ԃ
・
ご
ೖ
ֶ

ご
ೖ
Ԃ
・
ご
ೖ
ֶ

ɹ
ɹ
͓
Ί
Ͱ
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ɹ
ɹ
͓
Ί
Ͱ
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ま
す
。
先
生
の
話
を
よ
く
ฉ

き
、お
༑
達
や
上
級
生
と
஥
ྑ

く
ษ
強
し
た
り
ݩ、
気
い
っ
ͺ

い
に
༡
Μ
ͩ
り
し
て
く
ͩ
さ

い
。」と
、新
入
生
に
向
け
た
ݴ

༿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
中
学
校
入
学
ࣜ
で
は
本
年

度
、
ண
೚
し
た
ਗ਼
水
ٛ
ߒ
校

௕
か
ら「ứ
ࠓ
日
Ừ
と
い
う
日

は
、一
度
し
か
あ
り
ま
ͤ
Μ
。

ͦ
の
一
日
一
日
を
大
切
に
し
な

が
ら
、自
ら
の
力
を
伸
͹
し
て

い
っ
て
く
ͩ
さ
い
。」「
中
学
ࡾ

年
ؒ
の
ຖ
日
は
、か
け
が
͑
の

な
い
ๅ
物
で
す
。ࣦ
ഊ
を
ڪ
れ

ͣ
௅
ઓ
し
、ເ
中
に
な
れ
る
も

の
を
ݟ
つ
け
て
く
ͩ
さ
い
。ຖ

日
の
一
า
一
า
が
、あ
な
た
の

未
来
を
ً
か
ͤ
ま
す
ر。
๬
に

ຬ
ち
た
新
し
い
生
活
を
、શ
力

で
ָ
し
Μ
で
く
ͩ
さ
い
。」
と

新
入
生
に
向
け
た
ݴ
༿
が
あ

り
ま
し
た
。

　
Ժ
や
か
な
य़
の
陽
気
の
中
、

生
坂
保
育
園
の
入
園
ࣜ
、生
坂

小
学
校
と
生
坂
中
学
校
の
入

学
ࣜ
が
ͦ
れ
ͧ
れ
行
Θ
れ
ま

し
た
。

　
保
育
園
で
は
࢛
݄
ࡾ
日

ớ
金
Ờに
行
い
、新
入
園
児
八
໊

が
新
た
に
加
Θ
り
、શ
園
児
࢛

ʓ
໊
が
入
園
し
ま
し
た
。

　
ࠤ
౻
ߜ
子
園
௕
か
ら
は

「
一
൪
大
き
な
ͻ
ま
Θ
り
組

さ
Μ
、皆
さ
Μ
は
保
育
園
で
一

൪
大
き
な
、
お
ܑ
さ
Μ
お
࢞

さ
Μ
に
な
り
ま
す
。
小
さ
い

子
の
໘
౗
を
よ
Ζ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
た
Μ
Ά
Ά
組
さ

Μ
、
う
さ
ぎ
当
൪
の
お
࢓
事

も
い
よ
い
よ
皆
さ
Μ
の
൪
で

す
Ͷ
、
ؤ
ு
っ
て
く
ͩ
さ
い
。

ち
ỵ
う
り
っ
΀
組
さ
Μ
、一
つ

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
お
ܑ

さ
Μ
お
࢞
さ
Μ
と
た
く
さ
Μ

਎
体
を
ಈ
か
し
て
༡
Μ
で
く

ͩ
さ
い
Ͷ
。」
と
園
児
た
ち
に

ݺ
ͼ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
ࣜ
の
ޙ
に
は
、ͦ
れ
ͧ
れ
の

組
の
園
児
た
ち
の
皆
さ
Μ
で

ه
೦
ࡱ
Ө
を
し
ま
し
た
。
　

　
小
学
校
入
学
ࣜ
で
は
੺
Ӌ

ར
थ
校
௕
か
ら
ࡾ、
つ
の
お
願

い
と
し
て「
ே
ご
は
Μ
を
し
っ

か
り
食
΂
て
ݩ、
気
い
っ
ͺ
い

に
ొ
校
し
、た
く
さ
Μ
ษ
強
し

た
り
、運
ಈ
し
た
り
し
て
く
ͩ

さ
い
。」「
༑
達
に
ݏ
な
こ
と
を

ݴ
Θ
な
い
、し
な
い
、皆
で
஥

ྑ
く
力
を
合
Θ
ͤ
て
く
ͩ
さ

い
。」「
ӈ
ࠨ
、લ
ޙ
Ζ
を
し
っ

か
り
ݟ
て
、ඈ
ͼ
ग़
さ
ͣ
に
道

路
を
౉
り
、
交
通
事
ނ
に
ૺ

Θ
な
い
よ
う
に
し
て
く
ͩ
さ

い
。」「
小
学
校
で
は
、運
ಈ
会

や
Ի
ָ
会
、マ
ラ
ι
ン
大
会
、

Ω
Ỿ
ン
プ
、म
学
ཱྀ
行
౳
、ָ

し
い
行
事
が
た
く
さ
Μ
あ
り

る
࢟
が
ݟ
ら
れ
ま
し
た
。続
い
て

年
গ
児
も
、Ϙ
ー
ル
を
࢖
っ
た
༡

ͼ
や
ή
ー
ム
を
ָ
し
み
、স
إ
い

っ
ͺ
い
で
体
を
ಈ
か
し
ま
し
た
。

　
ͦ
し
て
、଴
ち
に
଴
っ
た
給
食

の
時
ؒ
。あ
や
み
ど
り
は「
౾
ご

は
Μ
」
と
し
て
ఏ
ڙ
さ
れ
ま
し

た
。保
育
࢜
か
ら
は「
こ
れ
を
食

΂
る
と
ࢁ
խ
の
બ
手
み
た
い
に

強
く
な
れ
る
よ
」と
੠
が
か
け
ら

れ
る
と
、園
児
た
ち
は
خ
し
ͦ
う

に
๹
ு
り
、お
か
Θ
り
を
す
る
࢟

も
ݟ
ら
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
体
を
ಈ
か
す

ָ
し
さ
や
食
΂
る
ت
ͼ
を
ײ
じ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
ͩ
き
ま
し
た
ؔ

܎
者
の
皆
さ
Μ
、あ
り
が
と
う
ご

͟
い
ま
し
た
。

　
ࡾ
݄
一
ೋ
日ớ
໦
Ờ、生
坂
保
育

園
で
দ
本
ࢁ
խ
̛
Ｃ「
ス
マ
イ
ル

ࢁ
խ
農
業
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
τ
」の
一

環
と
し
て
、
α
ッ
Χ
ー
交
流
と
、

Լ
生
坂
۠
Ӣ
ࠜ
地
「۠
૑
଄
の

৿
」の
ാ
で
園
児
が
छ
ま
き
・
収

֭
を
行
っ
た「
੨
大
౾
あ
や
み
ど

り
」
を
給
食
で
ຯ
Θ
う
取
り
組

み
が
行
Θ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
ڮ、
内
༏
໵
ア
Χ
デ
ミ

ー
ロ
ー
ル
Ϟ
デ
ル
ί
ー
ν
を
は
じ

め
、দ
本
ࢁ
խ
の
皆
さ
Μ
と
α
ッ

Χ
ー
交
流
を
行
い
ま
し
た
。は
じ

め
に
年
௕
児
が
ό
φ
φ
َ
ご
っ
こ

や
Ϙ
ー
ル
౤
げ
な
ど
で
体
を
ಈ

か
し
た
ޙ
、ೋ
ν
ー
ム
に
分
か
れ

て
ࢼ
合
を
行
い
ݩ、
気
に
૸
り
ճ

দ
ຊ
ࢁ
խ
̛
̘

দ
ຊ
ࢁ
խ
̛
̘

ủ
ε
Ϛ
Π
ϧ
ࢁ
խ
೶
ۀ
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
ト
Ứ
が

ủ
ε
Ϛ
Π
ϧ
ࢁ
խ
೶
ۀ
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
ト
Ứ
が

ੜ
ࡔ
อ
ҭ
Ԃ
と
と
΋
に
࣮
ࢪ
͞
Ε
ま
し
た

ੜ
ࡔ
อ
ҭ
Ԃ
と
と
΋
に
࣮
ࢪ
͞
Ε
ま
し
た


